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 令和７年第１０回平取町議会定例会 （開 会 午前 ９時３０分） 

 

高山議長 皆さん、おはようござ います。ただいまの出 席議員は、９名であり 、定足数に
達していますので会議 は成立します。ただい まより、令和７年第１ ０回平取町
議会定例会を開会します。直ちに本日の会議を開きます。 

日程第１、会議録署名 議員の指名を行います 。会議録署名議員は、 会議規則第
１２２条の規定により、６番崎廣議員と７番萱野議員を指名します。 

日程第２、会期の決定 を議題とします。この ことについては、１２ 月１１日に
議会運営委員会を開催 し、協議をしておりま すので、その結果を議 会運営委員
長より報告願います。３番松澤議員。 

 

３番 

松澤議員 

はい。本日招集されま した、令和７年第１０ 回町議会定例会の議会 運営等につ
きましては、１２月１ １日に開催しました議 会運営委員会において 協議し、会
期については、本日１ ２月１７日から、明日 １２月１８日までの２ 日間とする
ことで、意見の一致を見ておりますので、議長よりお諮り願います。 

 

高山議長 お諮りします。ただい ま、議会運営委員長よ り報告がありましたと おり、会期
は本日１２月１７日か ら、明日１２月１８日 までの２日間とするこ とにご異議
ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 したがって、会期は本 日１２月１７日から、 明日１２月
１８日までの２日間と決定いたしました。 

日程第３、諸般の報告 を行います。監査委員 より、令和７年８月分 、９月分及
び１０月分の出納検査 の結果報告、並びに学 校監査の結果報告が提 出されまし
たので、その報告書の 写しをお手元に配付し ております。次に、日 高西部消防
組合議会、平取町外２ 町衛生施設組合議会に 関する報告がありまし たので、そ
の写しをお手元に配付 しております。次に、 郵送による陳情、閉会 中の諸事業
について、配付資料の とおりご報告いたしま す。以上で諸般の報告 を終了いた
します。 

日程第４、行政報告を 行います。町より行政 報告の申し出がありま したので、
これを許します。それぞれ報告いただきます。町長。 

 

町長 要望経過を報告させて いただきます。要望項 目でございますけれど も、室蘭児
童相談所苫小牧分室へ の一時保護所機能の設 置に関する要望でござ います。昨
年に引き続き要望して ございます。現在一時 保護されている児童に つきまして
は、室蘭児童相談所の 施設を活用してござい ますけれども、日高地 方はもとよ
り、東胆振から室蘭ま での長距離移動を余儀 なくされることから、 児童、保護
者の心身の負担が大き く、保護された児童の 的確なケアにも支障を きたしてい
るところでもあります 。道内でも広域の管轄 区域であり、虐待件数 、保護件数
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の多さによって、課題 が生じていることから 、室蘭児童相談所苫小 牧分室への
一時保護所機能の設置 を要望したものでござ います。要望先は北海 道知事、北
海道保健福祉部長、北 海道子ども応援社会推 進監ほかでございます 。要望月日
は１１月２６日、要望 者は、日高総合開発期 成会と、苫小牧地方総 合開発期成
会が合同で要望しており、私が出席しております。報告は以上でございます。 

 

高山議長 教育長。 

 

教育長 はい。９月定例議会以 降における教育行政に つきまして、ご報告い たします。
学校活動についてです が、９月中旬から１０ 月にかけて、各小中学 校で学習発
表会、学校祭が開催さ れました。各校とも、 児童生徒と教職員が一 つとなり、
発表も、いろいろな工 夫を凝らした、すばら しいものとなりました 。当日は、
どの学校も１００名近 くの保護者や住民の方 々が参加されており、 子ども達も
温かな拍手と言葉をか けてもらい、満足感と 自信を持つことができ た１日とな
りました。１２月に議 会総務文教常任委員会 、教育委員の学校訪問 がそれぞれ
行われました。各校の 校長より、学校の状況 について説明を受ける とともに、
意見交換をしてきてお ります。また、授業参 観では、１人１台端末 を使用した
授業展開や授業の振り 返りにＡＩ学習ドリル などを使用するなど、 講義形式の
授業からＩＣＴ機器を 活用した、個別に応じ た、最適で子ども同士 が協力し学
び合う、協働的な授業を参観し、評価してきたところであります。次に、「令和
７年度全国学力学習状 況調査の結果について 」報告いたします。今 年度の全国
学力学習状況調査につ いては、４月に６年生 と中学３年生を対象と して実施し
ております。平取町の 状況としましては、資 料のとおり、小・中学 校ともに全
国よりやや低いものの 、ほぼ平均並みで、日 高管内では高い状況で す。学力調
査にあわせて、児童生徒質問紙も実施されました。「各教科で身に着けたことを
様々な課題の解決に生かすことができた」「他者と協力しあい学習課題や活動を
工夫した」などの項目 は、全国平均より高い 回答率となっています 。これまで
同様に「授業改善」等 に役立て、平取町の子 ども達のために、家庭 ・学校・教
育委員会が連携した取 り組みを進めてまいり ます。次に、令和８年 度新入学児
童に関わる説明です。 令和８年の入学者数は 、昨年度と比較し１名 増、２１名
となります。学校別で は、紫雲古津小学校２ 名、平取小学校１４名 、二風谷小
学校１名、貫気別小学 校２名、振内小学校２ 名となっており、町内 の子どもの
数が減ってきているこ とは明らかです。次に 、「部活動の地域移行 （展開）」に
関わってです。９月以降、社会教育係と日高町との合同会議を持ち、「令和７年
度中に、それぞれの日 高町・平取町の両町で 、学校部活動に代わる 組織、地域
クラブを立ち上げる」 ことを確認しました。 １１月２６日に平取町 地域クラブ
創設するための検討委 員会を開催し、地域ク ラブ創設までのスケジ ュールや組
織体制を確認し、来年 ２月の創設に向けて準 備している状況です。 令和８年か
ら１１年の間に、土日 祝日の学校部活動を地 域に移行することを目 標として、
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先生に代わる指導者や 予算確保など、日高町 と連携し努めてまいり ます。次に
振内中学校の状況につ いて説明します。教育 委員会の「令和９年度 統合」案に
対して、「保育所・小学校中学校合同ＰＴＡ役員会」そして「長知内・振内・岩
知志・豊糠４地区の自治会長」は、「令和８年度から振内中学校の複式は解消さ
れ、教員数は元に戻り 、また、いろいろな意 見のある中で統合する ことは時期
早尚である」との意見 を最終的にまとめまし た。この意見を教育委 員会と町部
局で検討した結果、令和９年度の振内・平取中学校の統合は見送ると結論付け、
１１月１１日の総務文 教常任委員会に報告、 その後、保護者・地域 住民にも周
知しましたが、現在の ところ、保護者から反 対等の声はありません 。小中学校
の今後のあり方については、各校の児童生徒が減少していく状況を伝えながら、
保護者や地域の状況や 、考え方を聞き取り、 ともに考え、子ども達 にとって最
適な教育環境を整えて いくよう努力してまい ります。最後に文化財 関係です。
１０月７日から１１月 ３０日は、沙流川歴史 館特別展「未来に残そ う大切な樹
木 保存樹と推しの木」、１０月１２日には歴史館講座「まちの名木をめぐるバ
ス見学会」の実施。ま た、１０月１９日、文 化的景観現地説明会、 博物館特別
展講座「あの頃の二風 谷を語ろう」などのイ ベント等を開催し、令 和７年度１
０月末現在の博物館入 館実績は１万９，６８ ４人となっております 。以上、本
年１２月定例議会での、諸般の教育行政に係る報告とさせていただきます。 

 

高山議長 以上で行政報告を終了します。 

日程第５、一般質問を 行います。各議員から の質問事項は、お手元 に配付した
とおりであります。こ の順序により指名いた します。はじめに、３ 番松澤議員
を指名します。３番松澤議員。 

 

３番 

松澤議員 

はい。３番松澤です。 今回、部活動地域移行 の取り組みについて伺 います。先
ほど、行政報告で教育 長もかいつまんでとい いますか、このことに 関して取り
組んでいることの説明 を受けたところでござ いますけども、もう少 し詳しくお
聞きしたいと思います 。部活動地域移行につ いては、２０１８年３ 月にスポー
ツ庁が、「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」を策定しまして、
学校と地域が連携、協 働して地域におけるス ポーツ環境の整備を進 めることを
提唱しました。その後 、２０１９年の１月に 中央教育審議会が学校 の働き方改
革を踏まえ、部活動を 学校単位から地域単位 への取り組みとすべき と指摘しま
した。２０２０年９月 にスポーツ庁が、２０ ２３年度以降、休日の 部活動を段
階的に地域へ移行する 方針を示しましたが、 ２０２２年１２月、ス ポーツ庁、
文化庁が共同で「学校 部活動及び新たな地域 クラブ活動の在り方等 に関する総
合的なガイドライン」 を策定し、地域移行に 向けた指針がまとめら れ、２０２
３年度から土日の部活 動をまず地域へ段階的 に移行する取り組みが 国の方針と
して本格的に動き出し ました。しかし、現場 からの批判等を受け、 国の方針が
変わり、なかなか進ん できませんでしたが、 現在は８年度から平日 は学校で、
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休日は原則として全て 地域へと部活動を移行 することとなっており ます。まだ
不確定なところもあり ますけども、現在の状 況、もう少し詳しく説 明をよろし
くお願いします。伺います。 

 

高山議長 生涯学習課長。 

 

生 涯 学 習
課長 

はい。お答えいたしま す。現在の状況につき ましては、松澤議員の ご質問にあ
りましたとおり、文部 科学省では、これまで 部活動の地域移行と呼 ばれていた
ものを地域展開という 名称に変更しまして、 令和８年度以降を改革 実行期間と
位置づけまして、休日 の部活動を原則全て地 域展開へ移行し、平日 につきまし
ても段階的に展開する という方向を示してい るところでございます 。これまで
の方針では、学校部活 動をそのまま地域に持 ち込むというイメージ でございま
したけれども、地域展 開では学校も含めて地 域全体で活動を支援す るというよ
うなイメージに変わっ てきております。当町 の教育委員会では、こ れまで令和
５年度に部活動の地域 移行に関する検討委員 会を立ち上げまして、 令和６年度
には、町内のスポーツ 団体や一般町民向けの 説明会を実施してきて いるところ
でございます。また今 年に入ってからは日高 町の関係者と情報交換 会等を行い
まして、日高町と平取町の中学校の生徒によるクラブチームを立ち上げまして、
中体連の大会に出場し ているところでござい ます。現在の現状につ きましては
以上でございます。 

 

高山議長 ３番松澤議員。 

 

３番 

松澤議員 

はい。今まで説明して いただきまして、今、 名前がですね、移行か ら展開に変
わったということで、 それも移行ということ が地域に対する押しつ けのような
イメージがあるので展 開という呼び方に変え たということで、内容 的にはあま
り変わっていないのか なと思いますけども、 それだけやらなきゃい けないこと
を、というか地域のほ うに移行していくって いうことに対する、そ ういう思い
だとは思います。あと 問題点は幾つかあると 思いますけども、地域 移行するに
あたり、今まで教職者 の方が仕事として行っ ていたのを、外部指導 者へお願い
するということで、そ の方達にも報酬を支払 うということになりま す。地域ク
ラブとして運営される 場合には、かかる経費 、活動場所までの交通 費など、先
ほどおっしゃっていま したように日高と一緒 にやるっていうことは 、こちらの
子達が日高に行ったり 、日高の子達がこちら に来たりという、そう いう移動を
するっていう手段も交 通費などのことも考え なければならないこと になると思
います。あともう一つ 、指導員の養成のこと も考えなければならな いことだと
思います。令和８年度 の部活動地域移行関連 予算ということで見つ けたんです
が、１１月の末に決定 したっていうふうに私 見つけたんですけども 、内容的に
はあまりちょっと詳し くわからないんですけ ども、スポーツ庁が概 算要求で、



- 5 - 

前年比大幅増の４３４ 億円を計上して、地域 クラブ活動の推進事業 に１８．７
億円、部活動指導員の 配置支援に１５．３億 円を要望ということで 、国は地域
移行を加速させるため に大幅な予算増額をし ておりますということ で、これは
そこまで詳しい内容は きっとまだわからない ことなんだと思います けども、そ
の分だけでも全国にっ ていうことなので、潤 うほど、そこがもう十 分にいただ
けるほどの補助金では ないような気がします けども、その経費に係 るものへの
補助等は、各自治体で の取り組みっていうの は、また様々なんです よね。それ
でちょっと比べるにはならないかもしれませんけども、青森県のむつ市などは、
各学校と活動場所を結 ぶ無料送迎バスを運行 して、保護者の負担を 軽減してい
るっていうところもあ りますし、各自治体で やらなきゃなんないと か取り組む
ことっていうのがちょ っと出てくると思いま す。そこの状況、状態 が違うとす
れば、そこに合ったも のをということになる と思います。国がどの 程度の補助
を考えているかってい うのはちょっとわかり ませんけども、そこを 町としても
独自に考えていかなき ゃいけないのではない でしょうか。そしてあ と、自分も
子ども達も部活動して いましたが、中学の部 活動は子ども達の成長 に大きな影
響を与える時期で、先 生が勉強以外で子ども 達のことを見てくれて いるので安
心感があり、とても私 としては感謝しており ました。個人としては とても残念
なことではありますけ ど、教師の方達の、一 生懸命仕事して、多く し過ぎてる
っていいますか、そう いう部分を軽減してあ げるということに関し てとか、世
の中の変化などにも対 応していくには仕方の ないことだと思います 。子ども達
も減っておりますし、 このことに関してはう ちは教育長が一生懸命 やっていた
だけているんです。教 育長もご自身もお子さ んも部活をやっており まして、指
導者もしておられたの で、部活のよさってい うのはすごく十分理解 してやって
いってくれてると思いますので、教育長が中心となって取り組んでいることは、
私はちょっと安心して おります。よいところ を残そうと努力してい ると考えて
いますけども、今考え られる問題点と平取町 としての独自の取り組 みがあるの
であれば伺いたいと思いますが。 

 

高山議長 生涯学習課長。 

 

生 涯 学 習
課長 

 

はい。お答えしたいと 思います。まず、今考 えられる問題点としま しては、松
澤議員のご質問の中に もありましたとおり、 指導者や協力者の確保 が挙げられ
ると思っております。 大規模な都市と違いま して、人口の少ない町 では指導者
や協力者の確保するこ とがなかなか容易では ないというふうに考え ているとこ
ろです。二つ目としま しては、費用負担の問 題です。指導者への謝 金ですとか
クラブ活動の運営費な ど、町の負担しななけ ればならない部分と、 クラブに所
属する生徒の保護者が 負担しなければいけな いという部分のバラン スをどうす
るかなどの制度設計を 検討していく必要があ ると考えております。 また三つ目
になりますけれども、 活動場所の整備につい てです。先ほどもあり ましたとお
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り日高町と合同で活動 するということであれ ば、どこで活動するの か、活動場
所までの移動手段はど うするかなどが課題と なってくるというふう に考えてお
ります。今後の教育委 員会の取り組みとしま しては、国の示す補助 金なども確
認しながら来年度に、 先ほど教育長からの報 告にもありましたとお り、平取町
総合型スポーツクラブ を立ち上げるというこ とで、今、段階的にで きるところ
からクラブチームに移 行するための準備を進 めてきておりますので 、スポーツ
クラブの立ち上げがで きましたらですね、こ れらの課題を解決する ための協議
等も行っていきたいというふうに考えております。以上です。 

 

高山議長 ３番松澤議員。 

 

３番 

松澤議員 

 

はい。私も実は何度も 、教育長のって言いま すか、生涯学習課の説 明も受けて
おります。その度にな かなか上から言ってく ることが二転三転して 、こちらが
やらなきゃならないこ とが定まってないって いう、そういう何かも やもやした
形で今進んでいるのが 現状だと思っています ので、それで改めてち ょっとお聞
きしているところなん です。それでいろんな ことを解決するための 組織を作る
っていうことを進んで いるっていうのは、私 も知ってはいます。そ こをそこで
皆さんで、大人で子ど も達のためにどうした らいいかということを 一生懸命考
え な が ら 進 め て い く っ て い う の が 出 来 上 が る と い う こ と に 期 待 を し て お り ま
す。あと、次ですけど も、以前ですけども２ ０年ぐらい前に、教育 委員会に名
前ちょっとよく覚えて ないんですけど、学び 取りバンクでしたか、 正しい名称
ちょっと覚えてないんですけども、得意なことを、資格を持っている人などを、
社会教育のほうだった と思うんですけども、 募集して登録してくだ さいってい
う、そのポスターを見 たことがあったんです よね。その時に子ども 達のために
っていう、ちょっと私 のイメージではそうい うことではなかったと 思うんです
けども、今はどのよう になっているかちょっ と伺いたいのと、もう １点、現在
は地域学校協働本部と いう生涯学習委員会の 中にある部会が人材バ ンクを設置
しているようですけど も、その内容について もちょっとお伺いした いと思いま
す。 

 

高山議長 生涯学習課長。 

 

生 涯 学 習
課長 

はい。お答えいたしま す。質問の中にありま した、以前、２０年以 上前に実施
しておりました、まな びらとりという人材バ ンクがございまして、 こちらは町
民の団体から講師など の要請があった際に、 教育委員会に登録して いただいて
いる人材バンクの方々 を紹介するという趣旨 の活動でございました けれども、
年々団体からの要請が 減ってしまいまして、 現在は活動を行ってい ないという
ような状況になってお ります。また質問にご ざいました、地域学校 協働本部で
ございますけれども、 学校と地域が連携、協 働して、子ども達の成 長を支えて
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いく、様々な活動を推 進することなどを目的 として設置された組織 となってご
ざいます。現在平取町 では、本部の運営委員 は１０名で運営してお りまして、
この活動の一環として 、地域学校協働活動ボ ランティアの登録も実 施しており
まして、これらの運営 委員の方とはまた別に 、学校等を支援してい ただける町
民の方にボランティア 登録をしていただいて いるものでございます 。現在９名
の方が登録していただいているという状況でございます。以上です。 

 

高山議長 ３番松澤議員。 

 

３番 

松澤議員 

それちょっと自分思い 出したんですけども、 今私課長から聞いたお 話は、私の
イメージの逆なんです よね。団体のほうから 要請があって、そこの 中からそっ
ちのほうに出向いても らうっていう形だった ということですよね。 それは私の
イメージとしては、社会教育のほうで得意のすることとか教えられることとか、
そういう学びとりですのでね、そういうものを、方達を集めて、逆に派遣して、
生涯学習のほうの活動 とか事業に組み込んで 、その方達を派遣して 学んでもら
うのかなと思って、ポ スターを勝手に解釈し ていたもんですから、 それがもし
あるんであれば、今人 材バンクをもう少しこ う広げて、今ある学校 の中の、先
ほど言っていた地域学 校協働本部の中にある ものも含めるか連携取 るかして、
学校のほうに必要な時 にその方達を差し向け るという組織にしたら いかがかな
と思うんですよね。そ れで部活動のことに関 する人達がいれば、ス ポーツだけ
じゃなくて部活動って いうのは、文化系の部 活動もありますので、 それはそっ
ちのほうに活用できる んではないかなという ことで、再構築してい ただけたら
どうかなと思ったんで すよね。それで自分で 募集って言いますけど 、募集しま
すって言って募集する 人ってそうそういない ので、これ得意技なの で、自分で
何か私できるのよって いう人ってそういない と思うので、いろんな 団体にこう
いう人いませんかとか 、自薦、他薦構いませ んよとかもう少しこう 、人を来て
もらう、人を何とか募 集する時のやり方って いうか、そういうこと も考えない
となかなか人って来な いんじゃないかなって 思っているんですよね 。様々な職
種があって教職者の方 も専門に教える方が少 ないっていうのが現状 で、その内
容によっては、地域の 方に精通してる方がい れば、その方のほうが 必要になっ
たり、協力できたりすることっていう場面がすごく多くなってくると思うので、
それを、その形になっ てくれればいいかなっ ていうのをちょっと、 子ども達の
ためにも、それが子ど も達だけじゃなくて学 びたいなと思ってる地 域の方々に
それが還元できればい いのかなって思ったも んですから、そこをお 願いしたい
なというふうに思って いました。中にはシャ イな人もいるからやっ ぱり自分で
は手を挙げられないと いうことも含めたうえ での、そこを考えての 募集の仕方
を考えて、再構築していただけるという考えはございませんでしょうか。 

 

高山議長 生涯学習課長。 
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生 涯 学 習
課長 

はい。お答えいたしま す。今、ただいまの質 問で、人材バンクの復 活について
というお話がございま したけれども、町内で の活動を広げることは 、とても大
事なことだというふう に教育委員会のほうで も思っておりますので 、以前のよ
うな形は難しいかもし れないですけれども、 地域学校協働活動のボ ランティア
の方や、現在各学校で のコミュニティスクー ルの中で実施している 人材バンク
の方などもございます ので、そういった方々 と連携を深めながらで すね、活動
の幅を広げて、地域部 活動の移行などにつな げていければというふ うに思いま
す。これまでの周知の 仕方以上に幅広い町民 の方に周知できるよう な方法も、
考えていきたいなとい うふうに思っておりま す。また社会教育活動 による人材
バンクにつきましては 、現段階では、すぐに はちょっと難しいとは 思うんです
けれども、町民ニーズ が今後高まるようでし たら、そちらのほうも 今言ったよ
うなボランティアの方 々との、どのような形 で連携できるか等を検 討しながら
進めてまいりたいというふうに考えております。以上です。 

 

高山議長 ３番松澤議員。 

 

３番 

松澤議員 

そうですね、ニーズが 、こうしたいよってい うふうに言ってくのは なかなかし
ないと思うんですよね 。それで例えば、社会 教育で何か事業やる時 によそから
呼んで、お金をかけて 、謝金払ってやってい ただくっていう中で、 町内の方で
やってもらえばちょっ と安く済むのかなって いうのもちょっと思っ たもんです
から、そういうものを 利用したらどうかなっ て、そういう人材で埋 もれている
かもしれないな、そしたら少し予算も減るかなとちょっと思ったもんですから、
ちょっと考えていただきたいと思います。 

 

高山議長 生涯学習課長。 

 

生 涯 学 習
課長 

はい。そうですね、活 用できる人材バンクに 登録されている方をな るべく協力
願いながら、今後進め ていきたいというふう に思いますので、よろ しくお願い
いたします。 

 

高山議長 教育長。 

 

教育長 いろいろご助言ありが とうございます。今担 当課長が説明したとお り、前に進
めていきますのでよろしくお願いしたいと思います。今の言われましたように、
スポーツ庁、文科省に ついては、いわゆる生 徒の減少、それから働 き方改革を
理由に、変化により、 今回、部活動地域移行 展開という部分に指示 出されてお
りますけども、ちょっ と私達の印象であれば 国が地方に丸投げした っていうふ
うな印象を持っており まして、その中で平取 町も含めてほかの町も 、なかなか
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課題が多くなる中、前 に進んでいかないとい うような状況にありま す。ただ先
ほどの部活動のお話も ありましたけども、部 活動については、やは り子ども達
が、中体連、中文連を 目標に持っていろいろ 練習していくと。その 間には必ず
負けたりうまくいかな かった時はあると思い ます。ただその時は自 分達は挫折
します。その中で何と か前に進むために、半 ばですね、援助を受け ながら、そ
れで、一つ一つ成長し ていくっていう部分で 、大変教育の中には重 要な部分だ
というふうに私自身思 っておりますんで、今 後ですね、地域事情、 例えば都市
部の生徒はできるけど も地方はできないです とか、あとは家庭事情 、経済的に
恵まれない子達はなか なか参加することでき ないとか、そういうも のがないよ
うに、生徒達がスポー ツあるいは文化活動を 楽しむことができる環 境を平取町
が、日高町と連携しながら、何とか作っていきたいというふうに思いますので、
皆さんのまたご理解と ご協力のほう、よろし くお願いしたいという ふうに思い
ます。以上です。 

 

高山議長 松澤議員の質問は終了 します。次に、６番崎 廣議員を指名します。 ６番崎廣議
員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣でございます 。通告にしたがい一般 質問をさせていただき ます。最初
に有害鳥獣被害拡大に 対する対応についてお 伺いをしたいと思いま す。７月２
９日に本町地区の住宅 ベランダにおいて住民 がヒグマらしき足跡を 発見して以
降ですね、本町地区を 中心に街中にヒグマの 形跡が見られる今年の 夏というふ
うになったと思います 。平取町においては犠 牲者はありませんでし たが、全国
で人的被害が発生をし 、北海道新聞でもヒグ マ危機と社会面に日々 報道される
ような異常な年になっ たんだと思います。原 因は専門家がいろいろ と分析して
おりますが、今回の一 般質問では有害鳥獣の 実態と被害の現状を明 らかにする
中で、行政が取り組ん でいる政策とその効果 を全体で検証し、被害 を減少させ
るための課題を見つけ 出し、次の対策を考え 、町民の中にある不安 を解消する
ことを目的に質問させ ていただきたいと思い ます。できれば補助的 な取り組み
として、行政や組織の 広域的な取り組みがで きないかについても、 最後にお伺
いをしたいと思います 。有害鳥獣はヒグマ、 エゾシカ、アライグマ に絞り質問
を行います。また、鳥 獣により担当課が分か れていると思いますの で担当課ご
とに、産業課、生涯学習課、町民課とその順序で伺ってまいりたいと思います。
最初に、害鳥獣ヒグマ 、エゾシカの農林業に おける被害状況につい て産業課に
伺いたいと思います。 農林水産省の野生鳥獣 による農作物被害状況 の推移、こ
れによりますと、令和５年度の野生鳥獣による全国の農作物被害は１６４億円、
面積は４万１，０００ ヘクタール、被害量は ５１万トンという形で 発表されて
おります。平成２５年 度と令和５年度の１０ 年間のクマとシカに絞 ってまいり
ますと、クマの場合、 これは全国ですからツ キノワグマも含まれま すが、被害
面積が平成２５年度で １，２００ヘクタール 、令和５年度で７００ ヘクタール
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減少しております。被 害量が平成２５年度で ２万９，６００トン、 令和５年度
で１万３００トン、被 害金額は平成２５年度 で２億７，４００万円 、令和５年
度で７億４，７００万 円となっております。 シカの場合は被害面積 が平成２５
年度で４万８，３００ ヘクタール、令和５年 度で２万９，５００ヘ クタール、
被害量は平成２５年度 で５３万８，５００ト ン、令和５年度で４２ 万３００ト
ン、被害金額は平成２５年度で７５億５，５００万、令和５年度では６９億５，
４００万円と発表にな っております。北海道 の野生鳥獣による農林 水産業被害
調査結果によりますと 、令和５年度の被害金 額がヒグマでは３億３ ，２００万
円、エゾシカでは５１ 億９００万円と公表さ れております。それぞ れ市町村か
らの報告に基づき、積 み上げられている数字 だと思いますが、取り まとめの手
法で比較検討が難しい ところもあるのが事実 であります。単純に見 ると、被害
面積は縮小しているが 、被害金額は横ばいも しくは増えているよう に見えてお
ります。そこで、直近 の平取町における現状 について教えていただ きたいと思
います。あわせて、被 害は増加傾向なのか横 ばいなのか、近年の推 移について
教えていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

高山議長 産業課長。 

 

産業課長 はい。ただいまのご質 問にお答えしたいと思 います。有害鳥獣によ る町内の農
林業の被害状況につき ましては、まずは農業 被害についてでありま すが、こち
ら被害の確認について は、現地を確認してい るのではなく、毎年１ 月中旬に町
内 各 地 区 に お い て び ら と り 農 協 が 主 催 す る 営 農 計 画 作 成 時 に 町 の 担 当 者 が 赴
き、生産者個人個人か らアンケート調査方式 によりまして、前年の 農業被害に
ついて聞き取り調査を 行っております。調査 の内容につきましては 、有害鳥獣
別、作物別に被害面積 を確認しております。 直近の被害になります と、令和６
年度の被害状況を押さ えておりますので本日 配付いたしました資料 を見ていた
だきたいと思います。 令和６年度農業被害は エゾシカによる被害が １３１ヘク
タール、被害額にして ５，６３０万円、クマ が２ヘクタール、被害 額が１１０
万円であります。近年 の被害の推移について は資料に令和６年度か ら過去１０
年の状況を載せており ます。また下段には、 平成２３年の状況も載 せておりま
す。町では当時、地域 生産者及び農業関係機 関からの要望があって 、平成２４
年、２５年度にわたっ て、農地、耕作地、平 取町一円、約３５５キ ロの外周に
有害獣侵入防止柵を整 備いたしました。資料 を見ていただければわ かりますよ
うに、侵入防止柵を整 備する前と整備後では エゾシカによる被害が 大きく減少
しております。整備後 は年によって変動はあ りますが、エゾシカは 令和２年、
３年に被害が多く、ヒ グマは平成２９年から 令和元年にかけて被害 が増加傾向
でありました。次に林 業被害につきましては 、農業と違って森林内 に囲い柵を
講じているわけではな く、ある意味その有害 獣を森林に野放しにし ている自然
の状況であります。し たがいまして、特にカ ラマツなどを植林した 造林地は、
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山で食べるものがない と食害の影響を受けや すいと考えます。これ はヒグマに
も言えることでありま して、今年は特に人里 までヒグマが出没して いるのは、
山で食す木の実やブド ウなどが不作であった ために起きている可能 性が高いと
専門家の方々は分析し ていますので、その年 の出来によって左右さ れるのかな
と考えております。そ の中でも年に１回、北 海道日高振興局による 民有林にお
ける有害鳥獣による被 害調査を森林組合職員 の目視による調査を行 っておりま
す。こちら令和７年度 の調査では、全般的に 林齢１年生から１０年 生のカラマ
ツ等造林地において、 エゾシカによる枝葉の 食害の影響が見受けら れることと
いうことでありました 。面積で言いますと４ ９ヘクタールでありま すが、実際
に、北海道日高振興局 専門職員に見ていただ いたところ、大きくそ の木の生育
に影響がないとのこと でありました。近年の 被害の推移につきまし ては、資料
に令和７年度から令和 ２年度までの被害を載 せております。令和６ 年、７年と
被害が増加傾向である ことを示しております 。以上で、被害の状況 を終わりま
す。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、ありがとうござ います。被害金額はお そらく、その当時その 当時で米の
値段が変わるだとかあ るので、増えたり、大 きくなったりというの はなかなか
比較はできないんです けども、面積だけでい くと比較検討はできる のかなとい
うふうに考えると、横 ばい、その年に応じて 口頭で聞き取りですか らなかなか
難しいところがあるん だと思います。そんな 状態だというような確 認させても
らいました。それで若 干今触れられておりま したけども、これらに 対して、シ
カ柵等々いろいろやっ てきてるとは思うんで すけども、電気柵なん か資料でお
示しをされております けれども、この電気柵 と、それと１０年前近 くに張った
シカ柵、これ以外で何 か具体的に何か取り組 んできたことっていう のは何かあ
れば、なければないで結構なんですけども、教えてください。 

 

高山議長 産業課長。 

 

産業課長 はい。ただいまのご質 問にお答えしたいと思 います。今崎廣議員か らご質問が
ありました、町のほう では有害獣の侵入柵を ２４年、２５年に整備 をしており
ますし、先ほど言いま した電気柵の関係につ きましては、平成２１ 年度から実
施しておりまして、そ の実績を本日配付して いる資料のほうに載せ てございま
す。こちらの電気柵に つきましては、町と農 協のほうで支援をして いるような
形でこれまで行ってき ておりまして、そのほ かの有害獣に対しての 被害対策、
町としては取り組んでいるのは今の現状の中ではありません。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 
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６番 

崎廣議員 

はい。ありがとうござ います。その中で電気 柵、平成２１年度から やってると
いうことで、その効果 がどれぐらいあるのか って、全くゼロではな いんだと思
うんですけども、シカ 柵含めて。それぞれや ってていろいろな課題 が出てきて
るんだと思うんですけ ども。例えば電気柵で あれば、物価高騰で単 価も上がっ
てきてますから、農家 さんの負担が増えてき ているのも事実です。 それが植え
てある作物との比較で メリットがあるか、な いのかっていう判断を 農家さんが
するんだと思います。 そういうことですとか 、張り巡らされている シカ柵につ
いては、かなりもう年 数が経っておりますか ら、維持管理組合含め て次の作業
をどうするのかという のがあると思うんです けども、それらの課題 を町のほう
でどういうふうに考え ているのか。先日やっ ぱり町内を歩いて聞く とですね、
どうしても張り巡らさ れたシカ柵が、クマや シカにやっぱり潰され てるところ
があると。それをなかなか直していく、維持していくのは難しいんだけれども、
一体これからどうすれ ばいいのかな、柵は維 持管理組合のほうに所 有権は移転
したのかな、維持管理 組合がやらなきゃなら ないんだと思いますけ ども、地元
のほうではなかなかそ うは考えてないような 意見もあるんですけど も。町とし
てこれから、その補修 に向けて、更新に向け て何か今現時点で考え ていること
があれば教えていただきたいと思います。 

 

高山議長 産業課長。 

 

産業課長 はい。まずはお答えし たいと思います。まず 電気柵の関係でありま すが、本日
お配りしている資料に も、これまでの実績を 載せております。この 内容を見て
いただくとわかるんで すが、令和４年度以降 、この事業費とか事業 が大きく増
加しているような状況 であります。これにつ いては事業の需要が伸 びている一
つの要因としては国の 水田活用事業の見直し が令和４年度以降始ま ったという
ことで、それに合わせ て畑地化といった農地 の転換期を迎え、生産 者が自ら耕
作地を有害獣から守ろ うと、営農意欲、生産 意欲が一部の生産者で 高まってき
ているという部分の中 で、事業費が増につな がっているのかなとい うふうに思
っています。そういっ た中で農業被害にかか る、これまで町のほう では有害獣
の侵入柵さらには電気 柵の整備に対して支援 をしてきているんです が、その課
題という部分の中で考 えますと、被害状況の 中で少なくても被害は ある程度横
ばいになっているんで すが、先ほど言った電 気柵が年々増えてきて いるという
ことになると、これは さらに細かく、資料に は載せていませんが、 整備のこれ
までやってきた箇所が どこのあたりが多くや られているのかなとい うことをち
ょっと整理をさせてい ただいたんですが、そ れを見ますと過去これ までの流れ
でいきますので、本町 地区で全体の１６パー セント整備をしており まして、振
内地区が１５パーセン ト、貫気別地区が６９ パーセントということ で、７割近
くが貫気別地区に集中 して電気柵を整備して いることがわかりまし た。この結
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果から、一概には言え ないんですが、平成２ ４年度に先ほど崎廣議 員からもお
話ありましたように、 有害獣の侵入防止柵を 整備した際、柵の管理 は、それぞ
れ地域と協定を結び、 管理をお願いしている ところであります。財 産的には町
の財産でありますが、 管理のほうは協定を結 んで地域にお願いして いるような
状況です。しかし現状 、地域によっては管理 が異なりまして、定期 的に巡回点
検をして、壊れている ところがあれば修繕を している地域もありま すし、一方
では管理に対して希薄 をし、全く手をつけて いない地域も実態とし てはありま
す。そういった中、実 態の中ですね、地域と 町が管理協定を結んで いる期間が
令和８年度、また令和 ９年度末で終了するこ とから、町としまして は引き続き
地域で、この有害獣の 侵入柵の管理をお願い したい旨、現在地域の ほうには投
げかけている段階であ ります。ただ先ほどお 話がありましたように 今の地域の
状況、反応は当時整備 した頃の思いと異なり 、高齢化、人手不足と いった問題
等から、全町を管理、 維持していくことは非 常に厳しいと捉えてお ります。だ
からといって町でその 柵を管理するというこ とはなかなか難しいと いうふうに
考えておりますので、 引き続き地域と今後も 話合いを持ちながら、 更新される
前までには、よい方策を検討していきたいというふうに考えています。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。シカ柵の部分に ついては地域との協議 を、対話を引き続きお 願いをした
いと思います。昨年改正されました食料・農業・農村基本法におかれましては、
第４８条において、有 害鳥獣による農作物被 害の防止、この項目が 新たに明記
されました。国、地方 公共団体が総合的な対 策を講じる責務を負う ことが規定
されたんだと思います 。これにより、鳥獣被 害対策が農政の基本法 に位置づけ
られたと思います。そ れを受けて、自治体の 取り組みも今まで以上 に来年は強
化されるんだと思いま す。先ほどから議論し てるとおり、これから やらなきゃ
なんないところ、それ で特に令和８年度に向 けて、この法律改正を 受けて、う
ちの町として何か新規 でやることかあるのか 、それとも電気柵の規 模を拡大し
て対応していくのか。 今予算を積み上げてる 最中でありますから、 なかなか難
しいところがあるとは思うんですけども、お考えがあれば伺いたいと思います。
今お話しできる範囲で結構です。 

 

高山議長 産業課長。 

 

産業課長 はい。お答えしたいと 思います。まずこちら 農業被害に関連すると いう政策と
いう部分でいきますと 、先ほどから説明して おります、現行実施し ています害
獣防止の電気柵整備事 業はですね、引き続き 、今現在農協のほうで 取りまとめ
をしていただいており ますので、生産者の要 望にですね答えるよう な形で、町
としても対応していき たいというふうに考え ています。しかし先ほ ど申し上げ
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ましたように地域によ って、外周にある有害 獣の侵入防止柵の管理 に対してそ
の意識が違うというこ ともありますので、今 後はどういう形かあれ なんですが
事業の見直しをしてい かなければ、というふ うには考えてはいます 。また令和
９年度以降、令和８年 度ではないんですが、 地域と管理協定をして いる有害獣
の侵入防止柵の更新に あたって、当然やはり 地域によっては柵が壊 れているよ
うなところもあります ので、そういったとこ ろを修繕に対して、町 、また農協
と支援をしていかなけ ればならないのかなと いうふうには考えてお ります。た
だ、今具体的に地域と 話合いを持っている段 階なのでどういった形 が、町とし
て支援できるかという ことを今後検討してい きまして、また、議会 、常任委員
会の中で説明していきたいというふうに思っています。以上です。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、ありがとうござ います。うちの町は補 助金に敏感であります から、心配
はしないんですけども 、この法律の改正に基 づいて、新たに入れ込 まれたって
いうことは、国が新た な補助政策になるのか 交付金になるのかわか りませんけ
れども、恐らく何か新 たな政策を打ってくる んだと思います。ただ 、現在新聞
等々で発表になってお りませんから、新年度 予算でどのようになっ てくるかわ
からないんですけども 、その辺のところをア ンテナを張って対応し ていってい
ただきたいなと思いま す。最近農業新聞をと ることもやめてしまっ たんでなか
なか農業の情報が入っ てこないんですけども 、町のほうでの対応を よろしくお
願いしたいと思います 。それでは続きまして 生涯学習課の被害状況 についてお
伺いをしていきたいと 思います。平取町にお いては、昭和３９年９ 月９日、振
内地区で小学５年の女 子児童が登校途中にク マに襲われて死亡する 事件が発生
しております。平取町 １００年史の年表に１ 行の記載が載っており ます。この
ような事件は当時の人 が伝えていかなければ ならないと思いますけ れども、あ
ま り こ う い う 不 幸 な 事 故 に 対 し て は 口 に 出 さ な い と い う の が 現 状 だ と 思 い ま
す。記念誌の年表１行 に記載されているのが 現状なのかなと思いま す。実は私
もこのことを忘れてお り、振内出身者として は情けないんですけど も、１２月
１日の北海道新聞のク マ出没、登下校の安全 同確保というこの記事 の中で、こ
の事件を思い出すこと になりました。それで 、この百年史を開くこ とになった
んですけども、今年の クマ騒動でその事件を 思い出した方もおられ ると思いま
す。そこで生涯学習課 のほうにお伺いしたい と思います。本年７月 、本町地区
でヒグマの痕跡情報や 目撃情報により、児童 生徒の登下校の制限な どが行われ
たと聞いておりますが 、その状況と対策につ いて教えていただきた いと思いま
す。 

 

高山議長 生涯学習課長。 
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生 涯 学 習
課長 

はい。お答えいたしま す。まず各学校に対し ましては、クマの目撃 情報が出始
めた頃、５月頃だった と思いますけれども、 クマの目撃場所ごとに ４つのレベ
ルに分けまして、対応 の仕方についてを学校 のほうにお知らせして いるところ
でございます。具体的 には学校区内で目撃情 報があった場合をレベ ル１といた
しまして、町教委から 学校のほうへ目撃情報 を素早く共有し、児童 生徒、保護
者のほうに連絡をして もらうということにし ております。次に通学 路での目撃
情報があった場合をレ ベル２としまして、レ ベル１の対応に加えま して集団下
校ですとか、保護者に よる送迎を依頼すると いうことにしておりま す。次に学
校敷地内で出没した場 合ですけれども、こち らはレベル３としまし て、臨時休
校の措置も検討すると いうことにしてござい ます。レベル４につき ましては、
襲撃被害などがあった 場合となりまして、こ ちらは状況に応じて臨 機応変に対
応する必要があるとい うふうに考えておりま すので、町教委のほう から学校へ
の指示を行いまして、 それに従って対応して もらうということにし てございま
す。またご質問の中に ありました本町地区に おいてのクマの注意報 が発出され
た期間でございますけ れども、平取小学校と 平取中学校の保護者に 登下校の送
迎をお願いしまして、 遠方から来ている路線 バスで通学している生 徒につきま
しては、紫雲古津、去 場方面の生徒について は中学校と坂の下のバ ス停の区間
を町職員が公用車で送 迎しておりまして、二 風谷方面の生徒につき ましては、
中学校からふれあいセ ンター前までの区間を 同じく町職員が公用車 で送迎して
おります。そのほか注 意報が出ていない区間 につきましては、学校 の先生方に
よる通学路の見守りを 行ったりですとか、町 教委から学校へクマ撃 退スプレー
の対応などを行って対策をしているところでございます。以上です。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、ありがとうござ います。レベル１から レベル４の対応をそれ ぞれ学校に
示したっていうことは 非常にいいことだと思 うんですよね。現場が 対応する時
に自分たちの判断基準 を行政が与えてくれる というのは非常に行動 がスピーデ
ィーになるというか、 安心を持って行動がで きる、自信を持って判 断ができる
ということだと思いま すんで、取り組みは非 常にいいことだと思い ますんで、
継続してもらいたいと 思いますし、できれば そういうのって何か、 もっと何か
オープンにしていただ けると、どうやってオ ープンにすればいいん だと言われ
るかもしれませんけど も、周りからも、そう いう対応をしてるんだ っていう安
心感につながるかなと 思います。父兄から口 伝えで伝わればいいん ですけれど
も。送迎を行ったとい うのを学校の現場から もお聞きをしました。 問題はこの
坂の途中にあるので、 上から下まで教育委員 会なり先生方が送迎を したという
ことなんですけど、か なり期間が長くなりま したんで、父兄だけじ ゃなく、そ
れを担う人たちもかな り苦労したんだと思い ます。これについてこ れだけ長く
なると、もっとほかの 手段がないのかなと思 うんですけども、なか なか難しい
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んだと思いますけど、 学校現場なんか学校訪 問で行かせてもらえる と、何かボ
ランティアの方が結構 手伝っているという現 場を見させてもらって ます。だか
ら地域に声掛けをして 、難しいのかもしれま せんけれども、ボラン ティアを養
成するような考えとい うか、そういう方法は ないですかね。やはり 父兄を見て
ても、先生方を見てて も、職員を見てても、 これだけ長期化になる と大変だな
というのが非常にわか るので、そのお手伝い をする人たちを少し増 やしたらど
うかなと思うんですけ ども、その人たちの取 り扱いについて難しい のかもしれ
ませんけれども、そう いったような取り組み はできないのか、ちょ っとお伺い
したいと思います。 

 

高山議長 生涯学習課長。 

 

生 涯 学 習
課長 

はい。お答えいたしま す。先ほどの松澤議員 の質問でもございまし たとおり、
各学校でコミュニティ ースクールの中で、お 手伝いをいただける方 っていう登
録もございますので、 学校からそういう方々 に呼びかけをして、お 手伝いいた
だける方を募集すると いうか、そういった手 段は考えられるかとい うふうに思
いますが、クマの対応 ですのでなかなか難し い部分はあるのではな いかなとい
うふうに考えているところでございます。以上です。  
 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、わかりました。 なかなか難しいことな ので、そういう思いが ある人もい
るということだけ受け 止めてもらえればなと 思います。いろんな課 題がある中
で、新年度、令和８年 度の予算を今編成して るんだと思うんですけ ども、去年
というか、７年度こう いう状況だったんで８ 年度に向けて、新たに 教育委員会
としてこのヒグマ対策 の部分、通学の部分で どうしていくのかって いう、何か
新しい考えがあれば、 単純に簡単なことで言 えば、効果があるかど うかってい
うのはあるんですけど 、ヒグマスプレーなん て高いからどうもなん ないですけ
ど 熊鈴を持たすだとか、それを配布をするだとか、それぐらいしかないのかも
しれないんですけども 、何か新しい政策をお 考えでしたら教えてい ただきたい
と思います。 

 

高山議長 生涯学習課長。 

 

生 涯 学 習
課長 

はい。お答えいたしま す。今後の対策につき ましては、崎廣議員が おっしゃら
れたとおり、なかなか 難しい問題ではあると いうふうに考えており ますので、
まずは、今年度と同じ ような取り組みを来年 度も実施するというこ とになりま
すけれども、さらに町 長部局との連携を深め ながらスピーディーな 対応をした
いなということと、今 質問にありましたとお り各学校にクマ撃退ス プレーを配
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布したりですとか、で きれば児童生徒に熊鈴 や笛などをつけて登校 してもらう
などといったような現 時点で考えられる対応 策はそのようなことな んですけれ
ども、なるべく保護者 の協力もいただきなが ら早い段階で保護者の ほうに周知
できればというふうに考えております。以上でございます。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。ありがとうござ います。私も岩知志に 生まれて山の上に住ん でましたか
ら、当然秋にはクマが 出るという、クマ道に 家がありましたから、 そういう経
験をしてます。当時は 私の家と隣と５人の子 ども達がいましたから 、山の下で
時間を待ち合わせをし て集まって、そして縦 笛をふきながら山を登 って帰るっ
ていうことをやってま したんで、それが効果 あるかどうかわかりま せんけれど
も、何かそんなことを こんな方法もあるよっ ていうのを、何か学校 のほうと話
合いをしてもらえれば なと思います。難しい ことだと思いますけど も。次に移
らさせてもらいます。 続きまして有害鳥獣ヒ グマ、エゾシカ、アラ イグマの町
民の生活における被害 状況について伺いたい と思います。クマとシ カの農林被
害につきましては先ほ ど産業課の質疑でお話 をしましたので、アラ イグマの部
分についてちょっと指 摘をしますと、全国的 にはアライグマの被害 面積という
のは、平成２５年度で ４００ヘクタール、令 和５年度で５００、被 害量が平成
２５年度で１，４００ トン、令和５年度で３ ，４００トン、被害金 額は平成２
５年度で３億３，９０ ０万、令和５年度で４ 億８，８００万、アラ イグマも断
トツ伸びております。 １２月９日の報知新聞 報道によりますと、環 境省の発表
で４月から１１月のク マによる人的被害が速 報値で２３０人を上回 ったと報道
されております。犠牲 者は全国で１３人、道 内では２人であります 。クマの出
没件数は３万６，８１ ４件と過去最高を更新 しております。捕獲数 も９，８６
７頭と年間最多となっ ております。個体数の 増加や、人の生活圏に エサがある
と学習したクマが増え ている可能性がある、 そういうふうに環境省 の担当者は
発言をしておりました 。１２月４日北海道の 発表では、２０２４年 度の道内で
のエゾシカの捕獲数が １５万７，５２５頭と ３年連続で過去最高を 更新したと
発表しております。民 間調査会社員インテー ジが１５歳から７９歳 の男女５，
０００人を対象に行っ たインターネットアン ケートでは、今年のク マ出没状況
からクマへの不安感を 抱く北海道民はとても 不安から、不安、やや 不安を含め
ると７０パーセントを 超えております。全国 的にも、東北７７パー セント、北
陸７３パーセントとク マ出没の多い地域の順 に続き、北海道では３ 番目に割合
が高かったというふう に見ました。そのよう な中で、今年は４月６ 日の二風谷
地区でのヒグマ情報か ら１１月１５日の情報 まで、町内では４５件 の出没情報
が町に寄せられ、例年 になく大変な仕事量に なったと思います。担 当していた
町民課にお伺いをしたいと思います。農林業被害の被害状況で有害鳥獣ヒグマ、
エゾシカ、アライグマ の町内の被害状況につ いて、現時点で確認さ れている令
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和７年度の状況につい てわかる範囲で結構で すので、教えていただ きたいと思
います。 

 

高山議長 町民課長。 

 

町民課長 はい。ただいまのご質 問にお答えさせていた だきます。まず本日配 付しました
資料にエゾシカが関係 する交通事故発生状況 ということで、全道の 状況と、１
枚めくりまして下のほ うに町内の状況を追記 してございます。令和 ７年度につ
きましては町内としま しては、１月から１１ 月までの段階で３３件 交通事故が
発生しております。全 道でいきますと、ちょ っと７年度の全道の資 料はないん
ですけども、１年目か らありまして、日高管 内は中部になります。 大きく４つ
に分かれた中では東部 に続いて中部が多くな っております。日高管 内もこの資
料を見ますと右肩上が りにどんどんどんどん 増えているという状況 にもなって
おります。平取町にお きましても令和２年か ら令和４年までは１８ 件程度だっ
たものが、令和５年で ３１件で、令和６年度 で若干減ったんですけ ども今年度
も１１月の段階で３３ 件という数字となって おりますので、交通事 故について
は特に国道中心に発生 しているのが現状でご ざいます。そのほか町 内の特にヒ
グマですね、本町地区 で出没したことにより ましての影響としまし ては、本町
地区でのラジオ体操が 中止になったり、戦没 者追悼式が平和塔の場 所ではなく
ふれあいセンターに会 場を変更して行ったり とか、そのような被害 状況となっ
てございます。以上でございます。 

 

高山議長 

 

 

 

 

高山議長 

休憩します。再開は１０時４５分まで。 

 

（休 憩 午前１０時３８分） 

（再 開 午前１０時４５分） 

 

それでは再開いたします。引き続き６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。すいません。す いません休憩はさんだ んで、それで、どこま でいったん
だ。具体的な被害状況 、事前にお示ししてた のでエゾシカの部分あ りがとうご
ざいます、調べてもら って。エゾシカの交通 事故って結構あまりオ ープンには
ならない。ぶつけられ ると恥ずかしくて言え ないっていうところが あって、こ
れ以上の被害があるん だと思います。それで 次に進めさせてもらい ます。それ
らの被害対策というの はこれは駆除が効果的 だというふうに考えま す。駆除に
あたる猟友会について 伺いたいと思います。 報道なんかを見ており ますと、各
地の猟友会において会 員の減少と高齢化が課 題になっていると言わ れておりま
す。地元沙流川猟友会の現状について教えていただきたいと思います。 
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高山議長 町民課長。 

 

町民課長 はい。ただいまのご質 問にお答えさせていた だきます。町内のハン ター数につ
きましては現在５０名 となっております。今 年度も新たに６名の方 が加入され
て今５０名となってお ります。平均年齢が５ ７歳、最高齢が８７歳 、最年少が
２８歳となっておりま す。資格的なもので話 しますと、罠と銃の両 方をお持ち
の方が２３名、罠のみ の方が１７名、銃のみ の方が１０名となって 、合計５０
名となっております。また近隣町のハンター数につきましては日高町が６９名、
新冠町が４９名となってございます。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、ありがとうござ います。思ったより平 均年齢は若い５７歳と いう。それ
で猟友会に対する助成 なんですけども、令和 ７年度の予算を見ます と組織活動
助成金として委託料が ９５万、ハンター活動 費に対して猟銃購入費 、従事者保
険料、新規狩猟者への 補助金等に６６万８， ０００円、これらが予 算化をされ
ております。また、捕 獲頭数に応じてそれぞ れ単価があるんでしょ うけども、
駆除謝礼金がトータル でエゾシカに３，８５ ０万、ヒグマ、タヌキ 、キツネ、
カラス、アライグマ等 々に予算化されている 金額が４，３７０万５ ，０００円
というふうに予算書か ら見させてもらいまし た。この数字というの は、近年の
物価高騰などを考慮し た数字になっているの か、予算議会でも聞い たような気
がしますけれども、改めて伺いたいと思います。 

 

高山議長 町民課長。 

 

町民課長 はい。予算につきまし ては、まず今年度から エゾシカについては１ ，０００円
増額しております。またヒグマについてはちょっと昨今の状況も踏まえまして、
国や道の補助金を踏ま えて今後増額したいと は考えてございます。 その他の費
用につきましても、猟 友会と協議して改善を 図る予定となっており ますので現
状ではこのような体制となっております。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、ありがとうござ います。彼らも生業じ ゃありませんので、よ ろしくお願
いをしたいと思います 。有害鳥獣はどうして も猟友会の協力がなく ては進まな
いものだと思います。 もともと猟友会は鉄砲 撃ちの趣味の会です。 道の猟友会
の会長の講演を聞く機 会がありましたけれど も、冒頭、私達は鉄砲 を撃つ趣味
の会なんだと、公的任 務を負って何をやる、 かにをやるという団体 ではないん
ですよと、そのことをまず認識していただきたいというのを言っておりました。
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ハンターは先ほど言い ましたとおり、生業で はなく本業を別に持ち 、趣味で行
っている鉄砲撃ちの集 団だと思います。その 団体に協力を要請しな ければ、有
害鳥獣対策というのは 進まないのが現状であ ります。市民の団体に 個人的な負
担を負わせることがあ ってはいけないという ふうに考えますんで、 引き続き助
成等について考えてい ただきたいと思います 。令和８年度の対策に ついて現行
の取り組みを強化して いくだとかいろいろお 考えがあると思います けれども、
今、助成金なんかを考 えるということだった んですけども、最近よ く聞く言葉
で６月、９月の一般質 問でも出されましたけ れども、緊急銃猟の在 り方につい
て、１０月の２４日札 幌市で、道内初の緊急 銃猟が実施をされまし た。２頭の
ヒグマをやっつけてお ります。全国７例目の 実施だと思いますけど も、これに
対して当町としてのマ ニュアルの作成や訓練 なんかについてどのよ うにお考え
してるのか、改めてもう一度伺います。 

 

高山議長 町民課長。 

 

町民課長 はい。緊急銃猟につき ましては今お話があっ たとおり札幌市で、道 内で、初実
施がされております。 当町についてもマニュ アルの準備等を進めて おりますが
ちょっとまだ思ったよ うには進めれてないと いうのが正直なところ です。ただ
このマニュアルを極力１日でも早く作成をしまして、それに基づいた関係団体、
関係機関などと連絡調 整をしたうえで、訓練 等を実施したいと考え てございま
す。また緊急銃猟につ きましては札幌市では 実際行われましたが、 直前までい
って民間人が敷地の範 囲内に入るということ で急遽中止になったと いう事例も
あります。緊急銃猟に ついては、町民や、そ ういうものにですね被 害が起きな
いように、また、実際 に銃を撃つとなる猟友 会の方にも負担がかか らないよう
な仕組みづくりを構築 しなくてはならないた め、いかんせんちょっ と準備がか
かっているのが正直なところでございます。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、ありがとうございます。ちょっと今資料が出てこなかったんですけども、
緊急銃猟やれるハンタ ーっていうのは限定さ れてるんだと思います よね。直近
でクマを撃ったことが ある、あとは、射撃訓 練をしたことがある。 いろいろあ
るんだと思いますけど も、うちの町内でこれ らに該当する方はおら れるんです
よね。 

 

高山議長 町民課長。 

 

町民課長 はい。細かな数字まで はきっちりと押さえて おりませんが、今年度 も実際にク
マを捕獲されたハンタ ーもいます。ただ、先 ほどの５０名の中でク マに対応で
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きるハンターとなったらかなり少ない人数にはなるかと思われます。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、鉄砲を撃つ練習 もしなきゃならないと いうような条件の一つ だったと思
いますので、今、穂別 の射撃場がなくなって 、この辺では浦臼まで 行かなきゃ
ならない、もしくは帯 広というふうに聞いて ます。そこまでは何か 町のほうで
バスを出していただい てるというのは聞いて ますけども、そういっ たような助
成をしていかないと、 なかなかそういったよ うな人達は難しいんだ と思うんで
すね。いざ緊急銃猟マ ニュアルもできた、訓 練もできた、でも撃つ ハンターが
地元にいないっていう ことにならないように 、引き続きバックアッ プをお願い
をしたいと思います。それと、春グマです。ここ何年か春グマが始まりました。
２０２３年は北海道で ２０頭、２４年で１４ 頭、２５年この春で２ ２頭という
ことで道のホームペー ジに記載されておりま す。この２５年の春グ マは５０の
自治体が行ったという ふうに聞いております けれども、うちは春グ マをやって
いるんですか、これからやるようにするのか、そのお考えを教えてください。 

 

高山議長 町民課長。 

 

町民課長 はい。春グマの関係な んですけども、今春期 捕獲という名前になっ ております
が、実は平取町は昨年 検討はしたんですが、 ちょっと猟友会との協 議の中では
実施しないという形に なっております。ただ 先日道のほうから依頼 がありまし
て、昨今のこのクマの 状況を踏まえたら、春 期捕獲は重要なので実 施に向けて
検討していただきたい と改めてまたお願いに 来たものですから、そ れを踏まえ
て猟友会とは検討して おります。管内の状況 でいきますと、最近で いきますと
えりも町が昨年の春と いうか、その時期に実 施をしておりますが、 ただえりも
町の中でハンターを確 保ができなかったので 町外からハンターを呼 んで実施し
たということで情報は聞いております。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。制度は何か新た にまた春グマ駆除をや るっていう方向は決ま ったんだけ
ども本当にやる人がい ないっていう、猟友会 の方にお聞きをすると 、本当にも
う春先の堅雪の上を走 っていって、二つも三 つも尾根を越えてクマ を追っかけ
てくようなハンターは 正直いないよなってい う感じのお話をお伺い しました。
先日、振内でハンター の方が１人亡くなりま した。亡くなった方は 非常に腕の
いいハンターだったと いうふうに聞いており ます。本当にハンター を育ててい
くしかないのかなと思 いますから、春グマの 駆除もヒグマを減らす 一つの手段
だと思います。猟友会 の方と協議をお願いし たいと思います。それ とドローン
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であります。今年の夏 、本町に出た時に、本 当にドローンにはお世 話になりま
した。お祭りの開催を どうするかというとこ ろでもやはり空から見 てていただ
けることで安心感があ る。マラソン大会もそ のような形で開催され たというふ
うに聞いております。 新聞なんか見てますと 留萌市において、留萌 市では市内
の建設業者と道警留萌 署、この３者でドロー ン活用による連携協定 を２４年の
８月、昨年の８月に提 携をし、対応している というふうに聞いてお ります。こ
のドローンについて今 のところまだ町内では １社だけだと思うんで すけども、
そことの何ていうんす かね、扱い方、これか らお願いをする方法だ とか、出て
いただくことに対して の予算的措置、それら についても検討しなき ゃならない
んだと思いますけれど も、その辺については どのようにお考えか伺 いたいと思
います。 

 

高山議長 町民課長。 

 

町民課長 はい。今お話のあった とおり今年の夏は町内 の方のドローンの協力 によりまし
て、本町の例大祭につ きましてもドローンの 見回りを２週間、毎日 のように活
動していただきました 。それには謝礼のほう はお支払いをしており ます。実際
その時はクマを発見で きなかったんですけど も、逆にクマがいない という安心
材料になったというこ とで、例大祭のほうも 無事開催できたってこ ともありま
すので、今後について もドローンの活用につ いてはハンターの見回 りの負担の
軽減、特にデントコー ンとかの場合は姿が見 えない中、まさかちょ っと入って
いくわけにはいきませ んので、そういう場合 はドローンの活用とか も十分に活
動ができるのかなと思 っております。詳細に ついてもまだまだ今後 詰めていく
必要がありますし、今 お話のありました先行 事例も参考にしながら 正式にドロ
ーンをどう活用するかをまた今後検討していきたいと考えてございます。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、ありがとうござ います。ドローンやっ ている方もドローンが 生業じゃな
く、ボランティアだと 思います。寝ないで８ 月の１４、１５とを対 応してもら
ってますので、その辺 のところをどのように これからしていくのか 、業者の方
とお話合いを進めてっ ていただきたいと思い ます。それで最近流行 っているの
でもう一つ、ガバメン トハンターという言葉 が出されておりますけ れども、道
内では、占冠、森町、 沼田町など４町で導入 をしているというふう に新聞報道
されました。今朝の北 海道新聞によりますと 様似の議会で来年検討 したいとい
うのが答弁があったと いうふうになっており ます。占冠では結構前 から専門職
を置いてるみたいで、 この４月に１人採用し 、来年、狩猟免許を取 らして２人
体制でやるというふう に、表向き新聞では、 新聞というか、ネット 上ではそう
いうのがわかりました。何か占冠で何か独特なやり方があるみたいですけども、
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うちの町としてこのガ バメントハンター、専 門職を置くべきだとい うふうに言
っている大学の先生も いますけれども、なか なかこういう小さい町 は難しいと
は思うんですけども、 ガバメントハンターの 取り組みについて、今 のところど
のようなお考えか、お伺いしたいと思います。 

 

高山議長 町民課長。 

 

町民課長 はい。ガバメントハン ターなんですけども、 うちの中でもぜひとも ガバメント
ハンターの設置を考え ているところではあり ますが、今お話のあっ たとおりな
かなかそういう人がい るかとなった場合に難 しいところがあります 。ただ昨日
の 国 の 補 正 予 算 も 通 っ て ガ バ メ ン ト ハ ン タ ー の 予 算 等 も 設 置 し て お り ま す の
で、それを踏まえて改 めて、ガバメントハン ターを何とか採用でき るような、
もしくは、今後育てて いくような環境づくり ができればいいかなと いうふうに
は考えてございます。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。環境省のクマ対 策パッケージもいろい ろ出ておりますけども 、それらに
対応した、ただ、人が 本当にいるのかってい う、１７０もある市町 村に対して
１ ７ ０ 人 も そ こ に 果 た し て い る の か と い う 悩 み が あ ろ う か な と 思 い ま す け ど
も、検討をお願いした いと思います。あと、 昨日、一昨日あたりの テレビを見
ていますと、箱わなを 作っているところが、 例年、５つ、６つしか 注文来ない
のがもうその１０倍ぐ らいの注文が来て対応 ができないというよう な報道がさ
れておりましたけれど も、当町において箱わ なというのは足りてい るのかどう
か。そして、クマを捕 る箱わなは、アライグ マの罠はうちも借りま したから２
００個ぐらいあるんだ って、町が持ってると いうような聞いたんで すけども、
箱わなというのは、町 が持ってるのか、それ とも個人なのか、それ と今現状足
りているのかどうか、その辺についてお伺いしたいと思います。 

 

高山議長 町民課長。 

 

町民課長 はい。クマの箱わなに つきましては今年度に ついては足りておりま す。ここ数
年、毎年１個ずつは増 えてございます。平取 分区と幌尻分区、本町 側とあと振
内貫気別側の方でそれ ぞれ管理して設置して ございますので、今年 度は足りま
した、何とか。あとア ライグマの箱わなにつ いてなんですが、アラ イグマにつ
いては基本的には町の ほうで今おっしゃった とおり、箱わなの貸し 出しも行っ
ております。ただ間に合わない方は個人で買われる方もいらっしゃいますので、
それはそれで構いませ んが、捕獲となった場 合は猟友会のほうに連 絡をいただ
いて、猟友会のほうで 駆除するという形をと っております。ただち ょっと説明
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はしなかったんですけ ども、お手元の資料の 中の１番最後ですね、 有害鳥獣の
捕獲数ということでア ライグマなんですけど も、今年度実は１０月 までの段階
でもう１，０００を超 えている頭数を捕獲し ております。それに伴 いまして実
はアライグマの箱わな もかなりの個数が破損 してきておりますので 、ちょっと
また来年度、どのよう に購入するかと考えて いるところではござい ますが、こ
のペースでいったらか なりのアライグマ、通 年になりますので冬場 になれば多
少は減るとは思うんで すが、結構ないいペー スでちょっときている というのが
正直なところでございます。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。今のお話でいく と、箱わなを１つ増や したということは、町 が持ってる
ということでよろしいですか、個人じゃなく。 

 

高山議長 町民課長。 

 

町民課長 はい。箱わなは町のも のとなっております。 それを管理は猟友会の ほうにお願
いしているという感じになっております。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、わかりました。 ありがとうございます 。アライグマが１，１ ３４頭捕れ
た。このうち２頭はう ちで捕ったやつなんで すけども、私も今年ア ライグマハ
ンターの講習を受けま した。一応ハンターの 資格を取りました。だ から自分の
うちだけじゃなく、隣 の家でも罠を仕掛けて 取ることは可能になっ たんですけ
ども、その時教えてい ただいたんですけども 、やはりアライグマは 集中してと
にかく捕らなかったら、とにかく増える一方だと、期間を決めて地域を決めて、
一斉に罠を仕掛けて捕 獲するしか減らすこと はできないと、２年、 ３年続ける
ことによって間違いな く減るっていうふうに 先生はおっしゃってま したんで、
そのような取り組みを検討することはないでしょうかね。 

 

高山議長 町民課長。 

 

町民課長 はい。アライグマに関 しては８月に研修を行 いまして、崎廣議員も 出席いただ
きありがとうございま す。ちょっと今年の状 況も踏まえまして、本 当アライグ
マの捕獲については町 独自でも何か研修を開 けたらいいかなとは考 えておりま
す。ちょっとまだ、今 年度実施できるかどう かわかりませんけども 、遅くとも
来年度には実施したいと考えております。 
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高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。集中して取り組 むということをぜひ検 討してもらいたいな。 一般の畑も
そうなんでしょうけど も、私どもみたいな小 さな家庭菜園、やられ ちゃいます
んで、アライグマのた めに網をかけてブロッ クを置いてって結構か かってきま
すんで、何か検討して もらえればなと思いま す。それでもう一つ、 クマの部分
であれなんですけど、 このクマの通り道、今 年も荷菜側で出た、そ して町の中
でもふれあいセンター の後ろでも出たという 、見かけたという、現 物を見てな
いわけですから、その クマがどうやって山か ら来たっていう部分で は、やはり
河川から、川から上が ってくるんじゃないか という話がやっぱりさ れておりま
す。このクマの通り道 と言われてるその河川 、それぞれタンノの沢 もあります
し、オバウシナイもあ りますし、まだその山 からの沢があるんだと 思うんです
けども、河川清掃はや っぱり必要だと思うん ですけども、かなり草 がぼうぼう
になっていてクマが歩 いててもわからないよ うな状態。河川をなく すことはで
きないですけども、見 やすくするだとかクマ が移動しにくくすると いうのは必
要かなと思いますけど も、そういう河川清掃 についてはどう町はお 考えでしょ
うか。 

 

高山議長 建設水道課長。 

 

建 設 水 道
課長 

はい。お答えさせてい ただきます。河川清掃 につきましては、今現 状、今まで
は町民の方にお願いし ているという現状の中 で、今現在はほとんど できていな
いというのは、おっし ゃるとおりです。です ので今後につきまして は人家近く
だとかの河川について は、整備はしていかな きゃなんないかなとい うふうには
考えてございますが、 ちょっと具体的な方策 は今のところないとい うことでお
答えさせていただきます。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

予算措置をして業者に 発注すればできること だと思いますんで、予 算の検討を
お願いしたいと思いま す。それでクマのとこ ろの最後のほうの質問 に入らさせ
ていただきたいと思い ます。酪農学園大学の 佐藤喜和先生が北見の 勉強会で専
門性のある職員を行政 が雇うのも一つの方法 というふうに話してお ります。し
かし先ほど言いました とおり定員管理のある 自治体では、単独では 難しいんだ
と思います。全道の１ ７０の自治体に対応す るほどの専門家もいな いのだとい
うふうに考えており、 それが現状だと思いま す。さらに、鳥獣は行 政区域を越
えて移動すると考えら れますので、近隣町と の連携や広域自治体で ある北海道
の取り組みも大事だと いうふうに考えており ます。猟友会のハンタ ーも不足し
ている現状では、近隣 で広域連携を行うこと がベターかというふう に考えます
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が、いかがでしょうか 。せめて情報交換の場 を設定するだとか、そ ういう場が
必要だというふうに考 えますけれども、広域 的な取り組みについて お伺いをし
たいと思います。 

 

高山議長 町民課長。 

 

町民課長 はい。最近は当町も若 いハンターが入ってき ており、先ほどお話し したとおり
ハンター自体は５０名 いる形になります。そ のうち実際クマを撃て るハンター
が何人いるかと先ほど もお話ありましたけど も、正直１０人いるか いないかと
いう形じゃないかなと は想定しております。 そういうことも踏まえ まして、特
に日高西部の協議会が ありますので、被害防 止の協議がございます ので、そち
らの構成町であります 日高町とまず新冠町、 こちらとのまず協議の ほうを広域
含めて、何かいろんな 方策が取れないかとい う場をちょっと今後検 討していき
たいと考えております。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。よろしくお願い します。クマが出たっ ていうのを新聞だとか テレビで見
るたんびにですね、や はり、町民の中、不安 になる方もいるんだと 思います。
その不安というのは、不満につながり不信を生むというふうに考えております。
そ う い っ た こ と の な い よ う な 取 り 組 み を ぜ ひ 積 極 的 に お 願 い し た い と 思 い ま
す。時間の関係もあり ますんで、次の質問に 入らさせていただきま す。関係人
口の取り組みについて お伺いをしたいと思い ます。政府は、この間 従来の地方
創生の取り組みを、石 破茂前政権が創設をい たしました新しい地方 経済生活環
境創生本部のこの看板 を地域未来戦略本部に かけ替えました。経済 政策に力点
を置き、それでも地方 創生２．０を推し進め ることを１２月４日の 初会合で示
されたというふうに考 えております。地方創 生２．０で言われてお ります、人
口減少社会を認めなが ら地方創生の手段とし て、関係人口に着目を し、２地域
居住やふるさと住民票 、この取り組みを行う 自治体が最近増えてい るというふ
うに感じております。 管内においては浦河町 の２地域居住の取り組 みや、厚真
町のふるさと住民票は かなり古くからの取り 組みだと思います。平 取町の取り
組みについて伺ってま いりたいと思います。 まず最初に、現在まで 進められて
いる移住施策につきま して、新規就農を除い て今までの実績につい て教えてい
ただきたいと思います。 

 

高山議長 まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい、お答えしたいと いうふうに思います。 様々移住政策等を行っ ているので
幾つか紹介していきた いというふうに思いま す。まず移住体験住宅 の実施状況
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なんですけど、平成２ ５年度からの状況を拾 ってみました。コロナ 等で令和３
年度で一度止めている と。そこで中止してそ の後廃止っていうこと になってる
んですが、こちらの利 用組数が６３組、利用 人数で１３０人、延べ の利用日数
については１，９０５ 日間となっております 。実施については、本 町で２棟、
振内で１棟、後年につ いては本町１棟のみと いうことで取り組んで きたという
実績となっております 。あとあわせて豊糠の 里でもですね、類似の 事業を行っ
ておりまして、こちら も平成２５年度から実 績を拾ってみたところ 、利用組数
が２３組となっており ます。豊糠の里は農業 体験型ということでス タートして
いまして、延べ利用日 数については３，５４ ０日と、結構多い状況 となってお
ります。あと二風谷地 区で行っている分譲の レラの里の取り組みに ついては平
成２６年から実施をし ておりまして、１０区 画を整備しまして現在 まで６区画
分譲済みということに なっております。その うち、２組については もともと平
取町に住所があった方かなというふうには思っておりますけども、残りの方は、
移住施策として機能し たかというふうに思っ ております。あと平取 町の民間賃
貸住宅等建設促進事業 については、平成２５ 年以降住むところをつ くってとい
うことで取り組みをし てきておりますが、こ ちらについては、１２ 棟７３戸分
の整備が行われており ます。これ総合計画の 前期までの取り組みで 、ＫＰＩの
ほうは達成したんですけど、引き続き、需要があるのではないかということで、
継続して進めさせてい ただいて、その後も少 しずつですがちょっと 増えている
という状況かというふ うに考えております。 あと地域おこし協力隊 員の活用に
ついては、平成２３年 以降取り組んでおりま す。今までの延べで２ ９名の方が
地域おこし協力隊員と して従事されたという 形になっています。今 取り組みを
強めているというとこ ろなので、現在任期中 の方は１２名いらっし ゃるといっ
た状況となっておりま す。あと空き家活用に よって移住定住ってい う視点で取
り組んでいるところに ついては、令和５年以 降に重点調査というこ とで、空き
家バンクのもとになる 台帳の再整備というこ とに取り組みまして、 こちらにつ
いては令和５年以降で ７家族１３名ぐらいの 方が空き家を活用して いるという
状況になっております 。あと今年から整備し たＵＩＪターン支援事 業について
は要綱を整備しており ます。管内では３町の 整備状況となっていま すが、今年
から要綱を整備しまし たがまだ活用事例はな いといったところでご ざいます。
あと既に移住相談とい うことで、一応まちづ くり課地域戦略係が担 当しており
ますが、令和４年度の 相談実績が１家族１名 、令和５年度の相談実 績について
は１家族１名、令和６ 年の相談実績が１家族 ３名という形になって おります。
うち、令和５年の相談 分については協力隊員 として受け入れをした といった実
績となっております。 あと関係する部分とし てふるさと親子留学に ついてはＮ
ＰＯの実施ではありま したけども、これも取 り組み期間中に一定数 の家族の定
住があったというふう に考えております。あ と関係人口対策としま して、コロ
ナの臨時交付金であま りうまくいかなかった んですけども、サテラ イトオフィ
ス事業を実施しまして 、６法人と最終交渉ま で行ったんですけど実 際にはちょ
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っと活用がなかったと いう状況になっていま す。あとに２拠点生活 事業につい
てもコロナ臨時交付金 で実施をしておりまし て、振内のほうで農業 者の住宅と
して借り上げしている 賃貸住宅、それが年次 計画によって、２年間 空きになる
ということが決まって おりましたので、ここ に２拠点生活してみま せんかって
いう、臨時交付金で家 財を買って、受け入れ 事業っていうのをちょ っと実証的
にやったというのがあ るんですけども、ここ での実績が２組といっ た状況とな
っています。関連政策も含めてこのような状況かと考えております。以上です。 
 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

高山議長 

はい、ありがとうござ います。多岐にわたっ て説明ありがとうござ います。い
ろんな施策を打ってる わけなんですけども、 それは事業評価をやっ てるんだと
思うんですけども、結 果として、さっきＫＰ Ｉが目標達成してると いう話もあ
りましたけども、結果 としてそれは評価でき てるのか、評価できて ないのか、
町はどういうふうに判 断をしたのか、全体を 通してで結構です。一 つ一つ細か
くやるとまたわかんな くなっちゃいますんで 、全体を通して、それ らが成功し
てるのか、成功してい ないのか、成功という 言葉を使ったらちょっ と言いにく
いかもしれませんけど も、評価できるのか、 ちょっと評価できない 状態だった
のか、町の判断についてお伺いしたいと思います。 

 

まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい。ありがとうござ います。先ほど言った ようにＫＰＩが達成し ていても、
うまくいっているし需 要もあるかなというこ とで続けている事業も ありますけ
ども、逆にちょっと事 例として申し上げます と、先ほど言った移住 体験住宅、
ちょっと暮らしと豊糠 の里についてはもう既 に事業を実施してない という状況
になっています。こち らについては事業評価 を行って事業中止を判 断したんで
すけども、こちらにつ いては移住定住を目的 に始まった事業なんで すけども、
なかなか具体的に移住 につながることが少な い、乏しいというよう なところが
ありまして、具体的な 成果が明確に上げられ ていないというふうに 判断をして
おります。あと元々の 住所から家財を引き払 ってしまうとか、ルー ル違反を行
うような事例もちょっ と出てきてしまって後 処理がかかってしまっ たなど、そ
ういった事案が散見さ れました。それとアン ケート、聞き取り調査 も住宅利用
者から取ったんですけ れども、いろいろ深く 移住に来てくれた方と 話すと、結
局移住体験住宅を渡り 歩いているっていう方 がほとんどだったんで すよね。移
住体験住宅の先ほど拾 った年次の平均年齢拾 ってみても、６８．９ 歳っていう
ことで、ご高齢の方が 安く北海道を観光して 歩くっていう感じで、 移住政策関
係人口というよりは、 交流人口的な使われ方 が主だったっていうと ころもあっ
て、コロナで一時中止 したのをきっかけに、 こちらの事業について は、今実施
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をしていないというこ とになっています。そ の他の事業については 、一定の評
価をしながら今後も今 、続けていきたいとい うふうに考えているっ ていうのが
実態かというふうに思 っております。受け入 れを続けていくにあた って、現状
ですね、今、地域懇談 会等を行っていても、 住環境整備ということ を各地区で
言われるので、この辺 とあわせて、今受け入 れ環境整備、移住定住 政策を続け
ていくっていうのが大 事かなというふうに感 じているところでござ います。簡
単ですけど以上です。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、ありがとうござ います。いろいろな政 策を打ってうまくいっ ているもの
も、うまくいかなくて やめたというものも、 ちょっと暮らしは本当 に見てて全
く効果がないと、移住 という、移住定住とい うふうに見たら、全然 効果がない
もんだったと思うんで すよ。ただですね、そ ういういろんな成功し た事例も報
告ありましたけれども 、それらが何か全体化 されてないっていうか 、町民によ
くわかられてない。う ちの町、そんなことや ってるのっていうのが あるんだと
思うんですね、議員側 にしても、それだけ細 かい政策を打ってうま くいってる
のもある、うまくいっ てないのもある。それ は随時報告をしてると いうふうに
なるかもしれませんけ れども、一般町民にや っぱりわかりにくい政 策だと思い
ますので、そういうの は何かもう少しわかり やすく町民に広報なん かで載せる
のは、たくさんも載せ れないのかもしれませ んけども、何か年に１ 回記事的な
もので載せるだとか、私はできるだけホームページなんかで公開をすることで、
少しずつホームページ の閲覧者を増やしてい くっていうやり方をや ったらいい
かなと思うんですけど も。今言ったいろんな 状況があるんですけど も、令和８
年度に向けて、そした ら新たに２拠点とふる さと住民票以外を除い てですよ、
今、継続している事業をそのままやっていくのか、それともやめてしまうのか、
それについて今現在、 現段階で考えているこ とがあればお教えてい ただきたい
と思います。 

 

高山議長 まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい。お答え申し上げ ます。前段のちょっと 周知が足りないってい う部分につ
いては、ちょっと住民 への見える化が足りな いということなのかな という、そ
ういうご指摘かと思う ので、その辺について 検討はしていきたいな というふう
に考えております。そ れと今後の事業の継続 っていうところなんで すけども、
今幾つか申し上げた事 業については、基本的 に継続というふうに考 えているん
ですけど、先ほど申し上げたとおり移住体験住宅関係の事業は中止をしていて、
今後も取りあえず再開 の予定はないというふ うに考えております。 そのほかの
事業は継続ということで考えております。以上です。 
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高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。なるべく見える ような形で宣伝をお願 いしたいと思います。 どちらかっ
ていったら町民向けじ ゃなく町外向けにして いかなかったら政策は 進まないっ
てのはわかるんですけ ども、町民にもこうい うことやってるよって いうのを、
この政策だけじゃなく 全般的に宣伝をお願い したいと思います。そ れで、メイ
ンの関係人口の部分で あります。２地域居住 だとかふるさと住民票 、若干今ま
でも取り組んでたって いうことなんですけど も、かなり一生懸命や ってるとこ
ろも最近見られます。 ふるさと住民票なんか は厚真町で取り組んで いるのなん
かわかんなかったんで すけども、先日のオン ラインの勉強会で、北 海道の厚真
町でかなり昔から取り 組んでますよっていう のを教えてもらいまし たし、鳥取
県日野町あたりではか なり政策的にもふるさ と住民票に取り組んで いるという
ふうに聞いております 。それで、この二つの ２地域居住とふるさと 住民票、う
ちの町として、改めて 取り組むのか、取り組 まないのか、その辺に ついて教え
願いたいと思います。 

 

高山議長 まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい。お答えしたいと 思います。今お話があ ったとおり、ふるさと 住民票の制
度については東日本大 震災の時に、福島県の 飯館村がこの疎開され ている方を
中心に声が上がってき たっていうのが平成２ ７年頃にあって、実際 に取り組ん
だのは、お話があった 鳥取県の日野町が全国 で初めて取り組みを始 めて、制度
として導入したってい うのが発端だというふ うに思っております。 あと厚真町
さんの取り組みがちょ っとどんな感じか存じ 上げないんですけど、 一般的にこ
のふるさと住民票の制 度として今、共同運営 というところまでこぎ 着けてやっ
ているのが全国で１２ 自治体があって、そこ に参加しているのは北 海道ではニ
セコ町っていう形にな っているかなと思いま す。これはいわゆる、 ふるさと住
民票でふるさと住民が 登録してオリジナルの ふるさと住民カードを 発行しても
らって定期的に広報紙 とかメルマガが送付さ れるみたいなものがさ れるってい
うところだと思うんで すけども、そういった ものについてはこの先 進事例を含
めて、少しずつ増えて きているのかなという ふうに考えております 。ちょっと
このままのカードを発 行するという形で、ふ るさと住民票の制度を 続けるか、
うちの町でやるかって いうところについては 、まだ正直なところ、 このとおり
の形でやるっていうの は検討されてないとい うのが正直なところな んですが、
ただこういった先行事 例を受けて今、令和７ 年の６月にふるさと住 民登録制度
を創設するってことを 国が表明をしておりま して、財政面でも令和 ７年から自
治体が地域住民や関係 人口施策に対して特別 交付税措置が、措置率 ０．５で講
じられるようになった 事業が出てきていると いうことになっていま す。こちら
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については、このふる さと住民登録制度とい うものにうたわれてい るようなも
のに乗っかってですね 、やっていくっていう ことは今後必要になる かと思いま
すし、検討が必要かと いうふうに考えており ます。この制度化に合 わせてちょ
っと検討が必要かなと 思っている事項につい ては、地域においてま ず担い手を
必要としているのはど のような分野や場面か ということと、あとど のような関
係人口とつながり、深 めていきたいか、それ と関係人口にどのよう な情報を提
供していくか、関係人 口が地域と関わりを深 めるためにどのような 推進策を講
じていくべきか、これ らを実現するための地 域内にはどのような主 体と連携が
必要かなどを、正直こ れから協議していくと いうのが大事かなとい うふうに考
えております。できる だけ協議の上で特定財 源を得られるような事 業を進めて
いきたいというふうに 考えております。具体 的に財源措置がされそ うな事業と
して国でうたわれているのは、２拠点生活を希望する方への情報発信ですとか、
サテライトオフィス、 コワーキングスペース 、ワーケーション施設 の整備、そ
れと２地域の体験ツア ー経費、相談窓口やコ ーディネーターの配置 等に特別交
付税措置がされるとい うふうになっています ので、この辺を活用し ていければ
なというふうに考えて おります。あと国の動 きとして、関係人口と いうものが
移住定住だとはっきり 平取に移住してきたと いうことでわかるんで すけど、こ
こ可視化をされないと なかなか、そのＫＰＩ とかもはれないという ところもあ
って、今国でこの辺を すごく検討していると いうところで、アンケ ートも盛ん
に来るような状況にな っているんで、これで どのような可視化を、 関係人口の
可視化というのを国が 整備していくかという のに合わせて、町も政 策を固めて
いきたいというふうに 考えているところです 。ちょっと概念的な説 明で申し訳
ないんですけど、以上です。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、ありがとうござ います。おっしゃると おり、今年の６月にふ るさと住民
登録制度っていうのは 閣議決定になってるん だと思います。２地域 居住法につ
いては、広域的地域活 性化のための基盤整備 に関する法律というの が、これは
法律で動いているとい うことで、ふるさと住 民票を含めて、政府が かなり力を
入れている。つまり、 現物が移ってくるんじ ゃなく関係性を持って いきたいと
いうことだと思います。それで先に走ってるところはどんどんどんどん走って、
まだ検討段階というこ となんで、検討してい ただきたいんですけど も。私は今
別 に 厚 真 町 と 日 野 町 と ふ る さ と 住 民 票 を 登 録 し て る わ け じ ゃ な い ん で す け ど
も、今先に走ってると ころでいえば芦別が今 走っておりまして、芦 別にふるさ
と住民票じゃないです けども、芦別の応援団 として、ガタタンが大 好きなんで
登録をさせてもらいま した。幌加内もそれに 近いようなことをやっ ておりまし
て、幌加内にも大好き なおそばがありますし 、大好きな町長もいま すんで登録
をさせてもらいました 。少しずつというか、 結構じわじわと広がっ てきてるの
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かなって思いますから 、もしやるのであれば 早めに取り組んでいか なきゃなん
ないことかなというふ うに考えております。 ただ注意をしなければ ならないの
は、ふるさと納税のよ うに、ひもつきの業者 が出てくる、業者がも うかるシス
テムがっていうのが今 の日本の社会の状況だ と思います。だからそ ういったと
ころはコンサル含めて 気をつけて作業をして いかなきゃならないの かなと思い
ます。先ほど松澤議員 が質問していた、部活 動の地域移行、これも 箱物ってい
う団体がもうどんどん どんどんＳＮＳなんか を通してうちでここま でやります
よっていう、いくらで っていうのは出てます から、そういったとこ ろは気をつ
けていっていただきた いなと思います。質問 時間がもう間もなく終 わりますん
で、最後の質問させて もらいます。平取町が 取り組む政策として、 移住政策な
どは全国的な流れに同 調をしたり、ほかの町 が取り組んでいるから 事業展開す
るなんていう場合があ るんだと思います。そ れは町としての主要施 策ではなか
ったのではないかなと 私は思います。言葉悪 く言えばですね中途半 端な政策で
あったような気がして おります。いろいろな 政策が全国各地で展開 される中、
これからの政策ってい うのは、あれもこれも というものじゃなく、 あれかこれ
かになるんではないか なというふうに考えま すが、この政策の集中 について、
町としてのお考えを最後に聞かしていただきたいと思います。 

 

高山議長 町長。 

 

町長 お答え申し上げたいと 思います。今、移住政 策等について、担当課 長からご答
弁申し上げましたけど も、政策の方向性とい いますか、しっかりし た方向性を
どこに持っていくかと いうのは、非常に重要 なポイントだというふ うに私も考
えておりまして、ほか がやるからやるという ようなところもですね 、やはり、
比較される自治体とい うものがありますので 、そこはやっぱり、や るという方
向性を持つこともあっ たかなというふうに思 っております。今ご質 問にあった
いろいろ２地域居住で すとかふるさと住民票 、これは手段として当 町が人口減
少でやはり各分野にお いて人材、担える人材 がいなくなっていると いうような
現状を、どうカバーで きるかというのは非常 に大きなポイントだと 私は思って
おりまして、内部でそ ういうものを、例えば 地域の行事ですとか地 域の活性化
のための取り組みは人 材の確保ができないと いうような状況におい て、町外か
らの人材に期待すると いうのは、これはある 意味自然の流れではな いかという
ふうに思っておりまし て、ただ、いろんな手 法はありますけれども 、やはり平
取町として、そういっ たものを確保するため の、平取町らしさとい うものをや
っぱり確保しながらや っていくのは、これは 基本だというふうに思 っておりま
す。どんな取り組みも いつも効果あるかとい うようなことで、先ほ ど今までの
取り組みはなかなかＫ ＰＩとして、皆様方に 評価できるものになっ ていないと
いうところもあります けれども、私、新規就 農を別としてというよ うな質問も
ありましたけども、そ ういうしっかりした生 業を基本にした移住政 策というの
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は非常にやっぱり効果 があるんだというふう に私は思っています。 新規就農な
んかもこれは平取町と しても非常に大きな移 住政策、視点を変えれ ばですね、
だと思っていますし、 それからアイヌ文化の 振興という意味では法 人を立ち上
げて、地元の方ばかり じゃなくて、外部から のそういった人材も登 用している
ということもあります ので、今までのやって きた政策でやっぱりし っかりした
その経済的なその基礎 がある中で、移住して もらうということが非 常に結果的
には有効なものになる んではないかというふ うに考えておりますの で、決して
移住者を受け入れない ということじゃなくて 、積極的に門戸を開い て受け入れ
る と い う 姿 勢 は 平 取 町 と し て 持 っ て い き た い と い う ふ う に 思 っ て お り ま す の
で、いろいろ国の支援等もこれから出てくると、国がそういうことを考えれば、
やっぱりそういう人材 をどうどこで補うかっ ていうことの、国とし ての施策だ
と思いますので、そう いう支援策なんかも有 効に活用させていただ きながら、
今後も平取町としての 移住定住政策として、 本当に理に適う、効果 のあるもの
をですね、ぜひ議会と もいろいろこう、やり とり議論させていただ きながら進
めていきたいというふうに思ってます。 

 

高山議長 崎廣議員の質問は終了 します。以上で、通告 のありました議員から の質問は全
て終了しましたので、日程第５、一般質問を終了します。 

日程第６、議案第１号 、監査委員の選任につ いてを議題とします。 提案理由の
説明を求めます。町長。 

 

町長 議案第１号、監査委員 の選任について説明さ せていただきます。監 査委員は、
地方自治法第１９６条 第１項の規定によりま して、地方公共団体の 長が議会の
同意を得て選任するも のでございまして、地 方公共団体の財務に関 する事務の
執行及び地方公共団体 の経営に関わる事業の 管理を監査する役割を 担っていた
だくものでございます 。このたび、平取町監 査委員に次の方を選任 いたしたい
ので、議会の同意を求 めるものでございます 。その方でございます けれども、
住所は、沙流郡平取町 字荷菜７９番地５、氏 名、大﨑哲也氏でござ います。生
年月日は昭和３７年２ 月１９日で６３歳でご ざいます。次のページ をお開きく
ださい。経歴の概略で ございますけども、学 歴は昭和５９年３月に 酪農学園大
学を卒業され、平成１ ５年５月から平成２３ 年４月まで平取町議会 議員の職を
担われ、その間、農業 委員会委員、監査委員 も務められております 。平成２３
年４月からは、平取町 食育推進運営委員会委 員、平成２６年９月か らは、平取
町教育委員会外部評価 委員、平成２７年５月 から公営住宅入居者選 考委員会委
員も務められてござい ます。現在平取町監査 委員、代表監査委員を 務めていた
だいておられます三浦 繁春氏の後任として選 任をさせていただくも のでござい
ます。大﨑氏は、人格 が高潔で、自治体の財 務管理、事業の経営管 理その他行
政運営に関し、優れた 識見を有する方で、監 査委員制度にも理解を 示していた
だいており、適任者と 判断しておりますので 、ご同意についてご審 議のほどお
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願い申し上げます。 

 

高山議長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、選任同意することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第６、議案 第１号、監査委員の選 任について
は、原案に同意することに決定しました。 

日程第７、議案第２号 、平取町乳児等通園支 援事業の設置及び運営 に関する基
準を定める条例の制定 についてを議題としま す。提案理由の説明を 求めます。
保健福祉課長。 

 

保 健 福 祉
課長 

議案第２号の平取町乳 児等通園支援事業の設 備及び運営に関する基 準を定める
条例の制定についてご 説明いたします。条例 提案の理由は、子ども 子育て支援
法の改正によって、生 後６か月から満３歳未 満で保育所に通ってい ない子ども
の家庭が、時間単位で 利用できる乳児等通園 支援事業、いわゆるこ ども誰でも
通園制度が令和８年度より全国で実施されることとなりました。このことから、
国の基準をもとに設備 や運営に関する事項を 条例で定める必要があ るため、条
例提案をさせていただ くものでございます。 それでは、条文の内容 順に説明い
たしますので、４ペー ジをご覧ください。ま ず条例の第１章、総則 では、事業
者が整えるべき設備、 衛生管理、非常災害対 策、安全計画の策定、 職員の資質
向上、虐待防止、苦情 対応など事業運営の基 本的事項を定めており ます。まず
第１条ですけれども、 こちらは趣旨として条 例の根拠規定を示すも ので、事業
者が守るべき最低基準 を定めていることを明 確にしてございます。 第２条は、
子どもの健やかな成長 を保障することを目的 とし、衛生的な環境、 専門性を持
つ職員、適切な支援内 容が必要であることを 定義してございます。 第３条は、
町長は、基準を満たし ているだけではなく、 さらに質の向上を図る よう事業者
に勧告できることを規 定してございます。第 ４条は、事業者は、基 準を上回る
よう努め、サービスの 質は下げてはならない と規定してございます 。第５条の
１項から、次のページ になりますけれども、 第６項まで、こちらに ついては、
人権の尊重、保護者や 地域との連携、評価に よる改善、設備の適正 性など、運
営にあたって事業者の 一般原則を規定してご ざいます。第６条は、 消火器、避
難口などの設置義務、 避難訓練の月１回の実 施を定める重要な安全 対策を規定
してございます。第７ 条は、事業所ごとに安 全計画を作成し、設備 点検や職員
研修、保護者への周知 、定期的な見直しを行 うことを義務づけてお ります。第
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８条は、自動車を運行 する場合、移動時に確 実な点呼、置き去りの 防止装置の
設置を義務づけるもの でございます。次に６ ページの第９条から第 １０条は、
職員の心身の健全性や 倫理感、児童福祉の知 識、技能を備えた職員 であること
を定め、事業者には、 職員の研修機会の確保 を義務づけております 。第１１条
は、事業所がほかの社 会福祉施設を併設して いる場合は、支障がな ければ、設
備や職員を兼務できる と規定してございます 。第１２条は、利用乳 幼児を差別
せず平等に扱うとし、 第１３条は、虐待行為 の禁止を規定してござ います。第
１４条は、事業者に設 備や飲料水、食器等の 衛生管理、感染症対策 、医薬品の
備付け等を義務づけて おります。第１５条は 、食事提供を行う場合 、必要な調
理設備の基準を規定し てございます。第１６ 条は、第１号から次の ページの７
ページの第１１号まで になりますけれども、 こちらは、目的や提供 日、費用や
定員等の整備すべき運 営規程を列挙してござ います。第１７条は、 事業所にお
いて、職員や財産収支 や子どもの状況を把握 する帳簿の整備を義務 づけており
ます。第１８条は、職 員の守秘義務を規定し 、退職後も同様として 事業者に措
置を求めているところ でございます。第１９ 条は、苦情窓口の設置 と町の指導
への対応を規定してご ざいます。次に第２章 、乳児等通園支援事業 から、事業
区分に応じた具体的な 基準を示してございま す。まず第２０条は、 この乳児等
通園支援事業について 、一般型と保育所やこ ども園の空き定員を活 用する余裕
活用型に区分すること を定めてございます。 次の８ページの第２１ 条から少し
飛びまして１０ページ までの第２４条までに なります。こちらの第 ２４条まで
は、一般型として事業 を実施する場合におい て、具体的な設備や職 員、支援内
容や保護者との連絡な どを詳細に規定してご ざいます。次に１０ペ ージの第２
５条から次のページの １１ページ第２６条ま で、こちらまでは余裕 活用型とし
て事業を行う場合の基 準を規定してございま して、平取町内の保育 所や認定こ
ども園などの事業者は 、この区分に該当して 事業実施ができる見込 みとなって
ございます。次の第３ 章、雑則では、第２７ 条に、事業者の記録等 は書面に代
えて、電子データで記 録作成を認めるとして ございます。最後に附 則としまし
て、施行期日は令和８ 年４月１日としてござ います。以上、議案第 ２号、平取
町乳児等通園支援事業 の設備及び運営に関す る基準を定める条例の 制定につい
ての説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

高山議長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは、採決を 行います。
本案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

（賛成者挙手） 
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挙手多数です。したが って、日程第７、議案 第２号、平取町乳児等 通園支援事
業の設備及び運営に関 する基準を定める条例 の制定については、原 案のとおり
可決しました。 

休憩します。 

 

（休 憩 午前１１時４６分） 

（再 開 午後 １時００分） 

 

 

高山議長 それでは再開いたしま す。日程第８、議案第 ３号、平取町議会議員 及び平取町
長の選挙における選挙 運動の公営に関する条 例の一部を改正する条 例について
を議題とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。 

 

総務課長 議案第３号、平取町議 会議員及び平取町長の 選挙における選挙運動 の公営に関
する条例の一部を改正 する条例についてご説 明させていただきます ので、１２
ページをご覧ください 。改正理由は、令和７ 年６月に、公職選挙法 施行令が改
正され、今般の人件費 、物価の変動等を考慮 し、国政選挙における 選挙運動費
用に関する公費負担分 の単価等が改正となり ました。これを受け、 これに準じ
て単価を設定している 本条例においても単価 の改正を行うものです 。改正内容
については新旧対照表 でご説明させていただ きますので、１４ペー ジをお開き
ください。第８条は、 選挙運動用ビラの作成 の公費負担額について 定めた規定
ですが、現行規定、表 の右側の５行目の中ほ どの下線部分にあると おり、ビラ
の作成単価７円７３銭 を左側改正案にあると おり８円３８銭に改め 、また、第
１１条の５行目の中ほ どの下線部分にあると おり、選挙運動用ポス ターの作成
単価５４１円３１銭を、改正案にあるとおり５８６円８８銭に改めるものです。
１３ページをお開きく ださい。条例の施行日 は公布の日としており 、施行の日
以降の選挙について適 用するとしております 。以上、議案第３号に ついてご説
明させていただきましたので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

高山議長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
（質疑なしの声） 
質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 
（討論なしの声） 
討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 
（賛成者挙手） 
挙手多数です。したが って、日程第８、議案 第３号、平取町議会議 員及び平取
町長の選挙における選 挙運動の公営に関する 条例の一部を改正する 条例につい
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ては、原案のとおり可決しました。 
日程第９、議案第４号 、令和７年度平取町一 般会計補正予算第９号 を議題とし
ます。提案理由の説明を求めます。総務課長。 
 

総務課長 議案第４号につきまし てご説明させていただ きますので、１５ペー ジをお開き
ください。令和７年度 平取町一般会計補正予 算第９号は次に定める ところによ
ります。第１条、歳入 歳出予算の補正ですが 、歳入歳出にそれぞれ １億１，６
７９万７,０００円を追加し、予算の総額を７８億１，９２５万６，０００円に
しようとするものです 。第２項、歳入歳出予 算の補正の区分及び金 額等につい
ては、第１表、歳入歳 出予算補正によります 。それでは、歳入歳出 予算事項別
明細書の歳出からご説 明いたしますので、２ ４ページをお開き願い ます。１款
１項１目議会費２５９ 万２，０００円の減額 です。これは、議員１ 名の欠員に
よる減額と期末手当支 給率増額改定分を補正 しようとするものです 。１節報酬
２００万８，０００円 の減額ですが、これは 欠員による６月分以降 の減額分で
す。３節職員手当５８ 万４，０００円の減額 ですが、この内訳は欠 員による議
員期末手当減額分が６ ３万円、１１月臨時会 における支給率改定０ ．０２５か
月分増分が４万６，０ ００円となっておりま す。財源は全額一般財 源からの減
額となります。２５ペ ージをお開きください 。２款１項１目一般管 理費１，７
１８万３，０００円の 追加です。これは、１ １月臨時会において可 決の職員及
び町長等の給料及び手 当などに関する条例改 正による影響額並びに 人件費の決
算見込みによる補正を あわせて行おうとする ものです。１節報酬９ １万５，０
００円の追加です。こ れはパートタイム会計 年度任用職員について 、当初予算
時からの人数の増減は ありませんが、人事院 勧告による給与改定に より増額と
なっております。２節給料１，３０４万８，０００円の追加です。主な内訳は、
一般職が退職により４ 名減となっております が、給与改定による増 との差し引
きで４００万６，００ ０円の追加、再任用職 員は給与改定により５ ７万円の追
加、任期付職員は１名の退職と給与改定との差額１０８万２，０００円の減額、
フルタイム会計年度任 用職員は正規職員退職 による補充などにより 当初予算対
比で３名増となり、給 与改定分等合算し９５ ５万４，０００円の増 となってお
ります。３節職員手当 ７１１万３，０００円 の追加です。主な内訳 は、採用と
退職の差し引きで職員 が２名減となった減額 要因はあるものの、期 末手当及び
勤勉手当が人事院勧告 により増額されたこと により、期末手当で３ ７５万３，
０００円、勤勉手当で ３３６万円が増となっ ております。４節共済 費２９３万
２，０００円の減額で す。内訳は、共済組合 負担金が職員減などに より４７９
万６，０００円の減額 、社会保険料について は、会計年度任用職員 数の増など
により１６０万円、雇 用保険料も同様の理由 で２６万４，０００円 の増額とな
っております。８節旅 費４８万円の追加です 。これは職員独身寮を 平取高校寮
として一時利用するた めに、現在居住してい る職員等に対する移転 料６名分を
計上したものです。１ ８節負担金、補助及び 交付金１４４万１，０ ００円の減
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額です。これは、退職 手当組合負担金につい て、職員数減による減 となってお
ります。財源について 、地方債欄に２７０万 円を計上しております が、これは
当初予算で計上してお ります公式ＬＩＮＥ構 築事業にデジタル活用 推進事業債
が充当できることとな ったため、その他財源 欄にある財政調整基金 繰入金を減
額し、残額の１，７１ ８万３，０００円が一 般財源となります。な お、変更後
の給与費明細書につい て３１ページから３３ ページに添付しており ますので後
ほどご覧いただければ と思います。２６ペー ジをお開きください。 上段、２款
１項３目財産管理費６ ６５万６，０００円の 追加です。これは、職 員独身寮を
平 取 高 校 生 寮 と し て 一 時 利 用 す る た め に か か る 経 費 に つ い て の 補 正 と な り ま
す。１０節需用費、修 繕料５２３万６，００ ０円の追加です。これ は寮の各部
屋の壁紙張り替え、共 同トイレ及び洗面所の 改修、既存居住者の移 転先住宅６
棟分の補修費等を計上したものです。１７節備品購入費１４２万円の追加です。
これは既存居住者の移 転先住宅におけるスト ーブ、灯油タンク、ガ ス台等、移
転後すぐに生活が始め られるようにするため の６棟分の備品購入費 を計上して
おります。財源は全額 一般財源となります。 次に下段、２款１項９ 目企画費、
１１節役務費、手数料 ２１１万２，０００円 の追加です。これは、 インターネ
ット利用やケーブルテ レビの新設等の申し込 みがなされた場合の情 報通信設備
の増設と、光ケーブル を添架させていただい ている北電柱やＮＴＴ 柱の建て替
えなど、このたび、こ れらの新増設と移転の 件数が多くなり、手数 料予算が当
初予算を超えることと なったことから、不足 する予算を補正しよう とするもの
です。財源は全額一般 財源です。２７ページ をお開きください。上 段、２款１
項１０目水資源対策費 ３１０万３，０００円 の減額です。２節給料 から１８節
負担金、補助及び交付 金まで、一般管理費と 同様に人事院勧告によ る増となり
ますが、５月に１名が 異動により減となり、 この科目における減額 が上回った
ことによる補正です。 財源は、全額一般財源 からの減額となります 。下段、２
款３項１目戸籍住民基 本台帳費、１７節備品 購入費３１万２，００ ０円の追加
です。これは出入国管 理法の一部改正により 在留カード等のＩＣチ ップに住居
地を記載することが必 要となることから、各 支所においても手続き が行えるよ
うにするための専用端 末を２台購入する費用 を計上しております。 財源は定額
交付される国庫委託金 ２８万６，０００円を 充当し、残額が一般財 源となりま
す。２８ページをお開 きください。上段、３ 款１項２目老人福祉費 ８９万２，
０００円の追加です。１０節需用費、修繕料１１万８，０００円の追加ですが、
これは貫気別の老人福 祉寮やすらぎにおいて 、居室の畳の損傷が激 しいため順
次フローリングに改修 を行ってきております が、このたび、残りの １室に入居
申込みがなされたこと から改修を行おうとす るものです。財源は一 般財源とな
ります。２７節繰出金 ７７万４，０００円の 追加です。これは後期 高齢医療特
別会計において、低所 得者軽減額が当初予算 の想定よりも多くなり 、財源が不
足することとなること から一般会計より繰り 出すものです。財源は 道負担金５
８万１，０００円を充 当し、残額３１万１， ０００円が一般財源と なります。
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次に下段、４款２項１ 目小規模給水施設費、 １４節工事請負費６５ ０万円の減
額です。これは、中山 間平取貫気別アブシ地 区水道配水管整備事業 について、
工事施工範囲が変更に なったことに伴い、当 初予算措置していた工 事が施工で
きなくなったため、当 該予算全額を減額補正 するものです。財源は 地方債を充
当しておりましたので 、その分を減額いたし ます。２９ページをお 開きくださ
い。上段、６款１項１ 目商工総務費１億円の 追加です。これはふる さと納税寄
附額が当初予算を超え る見込みであることか ら、かかる費用につい て追加補正
するものです。１１節 役務費、手数料８００ 万円は、ポータルサイ トの掲載及
び決済手数料等を計上 しております。１２節 委託料４，２００万円 は、中間運
営業務等の委託料を計 上しております。２４ 節積立金５，０００万 円は、平取
町ふるさと応援基金へ の積立金を計上してお ります。財源は全額、 ふるさと納
税寄附金を充当します 。次に下段、９款３項 １目中学校学校管理費 、１０節需
用費、修繕料７９万２ ，０００円の追加です 。これは、平取中学校 体育館につ
いて、劣化により競技 場の床板の一部が浮き 上がり、段差が生じて いるため、
これを補修するための 費用を計上したもので す。財源は全額、一般 財源となり
ます。３０ページをお 開きください。９款６ 項１目学校給食費、１ ５節原材料
費１０４万５，０００ 円の追加です。これは 、米をはじめとする食 品全体の価
格高騰により食材費予 算が不足する見込みで あるため補正しようと するもので
す。財源は地方債１０ ０万円を充当し、残額 が一般財源となります 。歳出につ
いては以上です。次に 歳入についてご説明い たしますので、２０ペ ージをご覧
ください。上段、１５款３項１目２節戸籍住民基本台帳費国庫委託金２８万６，
０００円の追加です。 これは歳出、戸籍住民 基本台帳費でご説明し ました在留
カード等に住居地を記 載するための専用端末 購入の財源として定額 で交付され
る国の委託金です。続 いて下段、１６款１項 １目４節保険基盤安定 費道負担金
５８万１，０００円の 追加です。これは歳出 、老人福祉費でご説明 の後期高齢
医療特別会計繰出金の 補正額に対して４分の ３が交付される道負担 金です。２
１ページをお開きくだ さい。上段、１８款１ 項１目１節寄附金１億 円の追加で
す。これは、ふるさと 納税寄附金です。下段 、１９款１項１目１節 平取町財政
調整基金繰入金２７０ 万円の減額です。これ は歳出、一般管理費で ご説明しま
した公式ＬＩＮＥ構築 事業に地方債が充当で きることとなったため 、充当予定
であった当該繰入金を減額するものです。２２ページをお開きください。上段、
２０款１項１目１節繰 越金２，１４３万円の 追加です。これは、歳 出の補正額
から特定財源を差し引 いた一般財源合計額２ ，１４３万円を繰越金 に求めるも
のです。下段、２２款 １項１目１節総務債２ ７０万円の追加です。 これは、公
式ＬＩＮＥ構築事業に 充当できることとなっ たデジタル活用推進事 業債です。
２３ページをお開きく ださい。上段、２２款 １項３目２節上水道債 ６５０万円
の減額です。これは歳 出、小規模給水施設費 でご説明しました。中 山間平取貫
気別アブシ地区水道配 水管整備事業の実施が できなくなったため、 財源とした
本起債を減額するもの です。下段、２２款１ 項８目１節教育債１０ ０万円の追
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加です。これは歳出、 学校給食費でご説明し ました学校給食の食材 費補正額に
充当する過疎債です。 事項別明細書のご説明 については以上となり ます。続い
て、第２表、地方債補 正についてご説明させ ていただきますので１ ８ページを
お開きください。地方 債の合計額については 、補正前で５億７，４ ４０万円で
したが、このたびの補 正により２８０万円減 額し、補正後の限度額 は５億７，
１６０万円となります 。３４ページには地方 債現在高に関する調書 を添付して
おり、本補正額を反映 した現在高を記載して おりますので後ほどお 読み取り願
います。以上、議案第 ４号のご説明とさせて いただきますので、ご 審議のほど
よろしくお願いいたします。 

 

高山議長 説明が終わりましたの で、これから質疑を行 います。質疑はありま せんか。６
番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣です。２６ペ ージ、２款１項３目財 産管理費、１７節備品 購入費１４
２万、説明を聞いたん ですけども、これは平 高の寮を独身寮に改造 するので、
修繕料が壁紙張り替え で５２３万６，０００ 円があって、その下の 備品購入費
は、職員住宅用備品っ てこれ独身寮の備品を 買うんじゃないんです か。何か違
うような説明をしたと 思うんですけど。そこ のところもう一度説明 お願いしま
す。 

 

高山議長 総務課長。 

 

総務課長 ただいまのご質問にお 答えいたします。独身 寮に現在住んでいる６ 名が新たに
職員住宅に移っていた だくんですけども、そ の職員住宅において不 足する灯油
タンクだとか、ストー ブだとか、ガス台等の 備品についてこちらで 用意しよう
とするものです。それ 以外の移転に必要な経 費は別途、移転費とし て旅費のほ
うから支出させていただくというところになります。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

ということは今入って る方が公宅に入るのに 、そこにつけるストー ブだとかそ
ういう備品だというこ となんですね。という ことはそこまでしない と、出てっ
てもらうんでそこまで 対応するということな んでしょうけど、それ は、町の備
品として備品管理を今 後していくっていう流 れになるんでしょうか 。あまりな
いケースだと思うんで すよね。公宅にストー ブがついてるだとか、 ボイラーが
ついている可能性はあ りますけども、ストー ブやガスコンロまでつ いていると
いうケースはないと思 うんですけども、そう いう対応をするという ことでよろ
しいですか。 
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高山議長 総務課長。 

 

総務課長 はい。おっしゃられた とおりで、今後におい て新たに職員住宅に住 もうとする
職員に対しては、あら かじめ最低限必要な備 品については用意して いきたいと
いうふうに考えており ます。それでこのたび は本町の職員住宅に移 っていただ
くことになりますが、 それも住宅計画の中で 、住宅を壊したり、不 要になるこ
ともあるかと思います 。その場合は、別の住 宅においてその備品を 活用すると
いうことを考えております。 

 

高山議長 ほか。６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、６番崎廣です。 すいません、今のはわ かりました。３０ペー ジ、９款６
項１目学校給食費の原 材料費なんですけども 、具体にこれというこ とじゃない
ですけど、今新聞報道 でにぎわっているのは 、来年４月から学校給 食の完全無
償化が出される国のほ うで、それを国と都道 府県で持ち合うという のがかなり
議論になっております けども、その中で流れ てるのは、保護者負担 が増える可
能性があるという報道 も一緒にされておりま すけれども、私達の町 として、来
年の 4 月以降今と変更 になるようなことがあるのでしょうか。 

 

高山議長 町長。 

 

町長 私からお答え申し上げ ます。当町既に無償化 ということで実施して おりまして
ですね。今国会でこれ から議論になると思い ますけども、まだ交付 のされ方が
ちょっとはっきりしな いところありますけど も、形としては、今の 当町のやり
方をずっとこう継続し ながら、その財源を充 当したいなというふう に思ってま
すので、そこの単価の 差とかが出れば、それ は今までどおりといい ますか、町
負担でやりたいなというふうに思っております。 

 

高山議長 ほかに質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第９、議案 第４号、令和７年度平 取町一般会
計補正予算第９号は、原案のとおり可決しました。 

日程第１０、議案第９ 号、令和７年度平取町 一般会計補正予算第１ ０号を議題
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とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。 

 

総務課長 議案第９号についてご 説明させていただきま すので、別紙配付の１ ページをご
覧ください。令和７年 度平取町一般会計補正 予算第１０号は、次に 定めるとこ
ろによります。第１条 、歳入歳出予算の補正 ですが、歳入歳出にそ れぞれ４，
８７８万４，０００円 を追加し、予算の総額 を７８億６，８０４万 円にしよう
とするものです。第２ 項、歳入歳出予算の補 正の区分及び金額等に ついては、
第１表、歳入歳出予算 補正によります。それ では、歳入歳出予算事 項別明細書
の歳出からご説明いた しますので、７ページ をお開き願います。５ 款１項２目
農業振興費４，８７８ 万４，０００円の追加 です。本補正は地域お こし協力隊
員が農業支援員として 就農チャレンジ農場で 研修を受けた後、農業 新規参入者
として定着できるよう、町が単身者向けの就農用施設及び作業機械等を整備し、
利用料を徴収するもの で、このたび、北海道 地域づくり総合交付金 の事業採択
を受けたことから補正 しようとするものです 。１４節工事請負費２ ，１６０万
６，０００円の追加で すが、これは単身者就 農用施設における栽培 ハウス９棟
のビニールの張り替え 及び電気工事、潅水装 置設置にかかる工事費 を計上して
おります。１６節公有 財産購入費９７３万９ ，０００円の追加です 。その内容
は単身者就農用農地１ 万１，８８２平米の取 得費２８１万６，００ ０円、中古
ハウス等資機材等購入 費６９２万３，０００ 円となっております。 １７節備品
購入費１，７４３万９ ，０００円の追加です 。これはトラクター及 び付属機器
並びに動力噴霧器ほか 農機具類の購入費を計 上しております。財源 は道補助金
を２，０８０万円充当 し、残額２，７９８万 ４，０００円は一般財 源となりま
す。歳出については以 上です。次に、歳入に ついてご説明いたしま すので、５
ページをお開きくださ い。上段、１０款１項 １目１節地方交付税、 普通交付税
２，４９３万３，００ ０円の追加です。これ は歳出補正額の一般財 源のうち、
繰越金を除いた残額を 充当するものです。次 に下段、１６款２項４ 目１節農業
費道補助金２，０８０ 万円の追加です。これ は、歳出の特定財源と なる北海道
地域づくり総合交付金 です。６ページをお開 きください。２０款１ 項１目１節
繰越金３０５万１，０ ００円の追加です。こ れは、歳出の補正額か ら特定財源
を差し引いた一般財源のうち３０５万１，０００円を繰越金に求めるものです。
以上、議案第９号のご 説明とさせていただき ますので、ご審議のほ どよろしく
お願いいたします。 

 

高山議長 説明が終わりましたの で、これから質疑を行 います。質疑ありませ んか。６番
崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

改めてこの場所についてお伺いしたいんですけども。 

高山議長 産業課長。 
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産業課長 はい。お答えしたいと 思います。こちらのほ うは本町の中島地区に 今あります
ハウスを取得するものであります。 

 

高山議長 ほかに質疑ありませんか。６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

もう１点、歳入のほう なんですけども、先ほ どの説明でいくと、繰 越金の３０
０飛び５万１，０００ 円、これが繰越金では もう最後ということで すかね、そ
の残を交付税に求めたということはそういうふうに解釈してよろしいですか。 

 

高山議長 総務課長。 

 

総務課長 はい。ただいまご発言 のとおりでありまして 、繰越金の補正できる 残額は３０
５万１，０００円でし たので、残りは地方交 付税に求めたというと ころでござ
います。 

 

高山議長 質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第１０、議 案第９号、令和７年度 平取町一般
会計補正予算第１０号は、原案のとおり可決しました。 

日程第１１、議案第５ 号、令和７年度平取町 国民健康保険特別会計 補正予算第
２号を議題とします。提案理由の説明を求めます。町民課長。 

 

町民議員 議案第５号、令和７年 度平取町国民健康保険 特別会計補正予算第２ 号につきま
してご説明いたします ので、３５ページをお 開きください。国民健 康保険特別
会計補正予算第２号は 、次に定めるところに よります。第１条、歳 入歳出予算
にそれぞれ９３万５， ０００円を追加し、予 算の総額を７億３，２ １４万５，
０００円にしようとす るものです。それでは 、事項別明細書の歳出 からご説明
させていただきますの で、３９ページをお開 き願います。１款２項 １目１２節
委託料９３万５，００ ０円の追加です。これ は、子ども・子育て支 援金制度導
入に伴い、保険税算定 及び収納に係るシステ ム改修が必要となるた め補正する
ものです。続きまして 、歳入についてです。 ３８ページをご覧くだ さい。３款
１項２目１節子ども・子育て支援事業費補助金９３万５，０００円の追加です。
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これは先ほどご説明申 し上げました歳出の補 正財源を国庫補助金に より充当い
たします。以上、議案 第５号についてご説明 とさせていただきます ので、ご審
議のほどよろしくお願いいたします。 
 

高山議長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論あ
りませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第１１、議 案第５号、令和７年度 平取町国民
健康保険特別会計補正予算第２号は、原案のとおり可決しました。 

日程第１２、議案第６ 号、令和７年度平取町 後期高齢者医療特別会 計補正予算
第１号を議題とします。提案理由の説明を求めます。町民課長。 

 

町民課長 議案第６号、令和７年 度平取町後期高齢者医 療特別会計補正予算第 １号につき
ましてご説明させてい ただきます。４０ペー ジをお開きください。 第１条で歳
入歳出予算にそれぞれ ７７万４，０００円を 追加し、予算の総額を １億２，２
９７万４，０００円に しようとするものです 。補正理由は、低所得 者軽減額が
当初予算の算定よりも 多くなり、財源が不足 することとなることか ら補正しよ
うとするものです。そ れでは、事項別明細書 の歳出からご説明させ ていただき
ますので、４４ページ をお開き願います。２ 款１項１目１８節負担 金、補助及
び交付金において予算 計上しております後期 高齢者医療広域連合納 付金につい
て、保険基盤安定負担 金の額の確定に伴い、 不足する７７万４，０ ００円を追
加するものです。続きまして、歳入についてです。４３ページをご覧ください。
４款１項２目１節保険 基盤安定繰入金７７万 ４，０００円の追加で す。これは
先ほどご説明申し上げ ました歳出の補正財源 を一般会計繰入金に求 めるもので
す。以上、議案第６号 のご説明とさせていた だきますので、ご審議 のほどよろ
しくお願いいたします。 
 

高山議長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 
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（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第１２、議 案第６号、令和７年度 平取町後期
高齢者医療特別会計補正予算第１号は、原案のとおり可決いたしました。 

日程第１３、議案第７ 号、令和７年度平取町 介護保険特別会計補正 予算第２号
を議題とします。提案理由の説明を求めます。保健福祉課長。 

 

保 健 福 祉
課長 

議案第７号、令和７年 度平取町介護保険特別 会計補正予算第２号に ついてご説
明いたします。４５ペ ージをお開きください 。令和７年度平取町介 護保険特別
会計補正予算第２号は 、次に定めるところに よるものでございます 。歳入歳出
予算の補正であります が、第１条は、歳入歳 出予算の総額にそれぞ れ１２１万
円を追加し、歳入歳出 予算の総額を歳入歳出 それぞれ５億８，７４ ３万２，０
００円とするものであ ります。第２項は、歳 入歳出予算補正におけ る款項の区
分及び当該区分ごとの 金額並びに補正後の歳 入歳出予算の金額は、 第１表、歳
入歳出予算補正による ものでございます。そ れでは、歳入歳出予算 事項別明細
書の歳出からご説明い たしますので、４９ペ ージをお開きください 。１款１項
１目一般管理費、１２ 節委託料１２１万円を 追加いたします。これ は、令和７
年度の税制改正である 給与所得控除の最低保 障額の引き上げに伴っ て、介護保
険料システムの改修が 必要となり、これに係 るシステム改修の委託 料を追加す
るものでございます。 次に歳入についてご説 明いたしますので、４ ８ページを
ご覧ください。上段、 ３款２項６目介護保険 事業費補助金、１節介 護保険事業
費補助金６０万円を追 加いたします。４９ペ ージの歳出で説明いた しました、
システム改修の委託料 の財源として、２分の １を国の補助金に求め るものでご
ざいます。次に下段、 ８款１項１目繰越金、 １節繰越金６１万円を 追加いたし
ます。同じく４９ペー ジの歳出で説明しまし たシステム改修委託料 から、国の
補助金を除いた残りの 財源について、令和６ 年度の繰越金に求める ものでござ
います。以上で議案第 ７号の説明とさせてい ただきます。ご審議の ほどよろし
くお願いいたします。 

 

高山議長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第１３、議 案第７号、令和７年度 平取町介護
保険特別会計補正予算第２号は、原案のとおり可決いたしました。 

日程第１４、議案第８ 号、令和７年度平取町 簡易水道事業会計補正 予算第１号
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を議題とします。提案理由の説明を求めます。建設水道課長。 

 

建 設 水 道
課長 

それでは議案第８号、 令和７年度平取町簡易 水道事業会計補正予算 第１号につ
きましてご説明申し上 げますので、議案書５ ０ページをお開き願い ます。今回
の補正につきましては 、人事院勧告に基づく 職員の給与、期末勤勉 手当支給の
率の変更による増額及 び職員の家族異動に伴 います手当額の減額と なります。
予算書第８条に、議会 の議決を得なければ流 用することができない 経費の職員
給与費を増額するもの でございます。第１条 、総則としまして令和 ７年度平取
町簡易水道事業会計補 正予算第１号は次に定 めるところによるもの とします。
第２条の収益的支出、令和 7 年度平取町簡易水道事業会計予算、収益的支出の
予算額を次のとおり補 正するものとします。 第１款簡易水道事業費 ２億１，９
０３万７，０００円を ２億１，９８７万７， ０００円、第１項営業 費用２億９
７３万８，０００円を ２億１，０５７万８， ０００円、第４目総係 費３，４１
０万２，０００円を３ ，４９４万２，０００ 円とするものでござい ます。第３
条、議会の議決を得な ければ流用することの できない経費、予算書 第８条に定
める経費の金額を、次のとおり補正するものです。（１）職員給与費、既定予定
額２，２５１万２，０ ００円から８４万円を 増額し、２，３３５万 ２，０００
円とするものでござい ます。続きまして５２ ページの収益的支出の 内訳をご覧
いただきたいと思いま す。収益的支出１款１ 項４目総係費の内訳と しまして、
１節給料、人事院勧告 に伴う職員の給料３７ 万１，０００円の増額 、２節手当
の扶養手当は、職員の 家族異動に伴う３万３ ，０００円の減額と期 末手当９万
２，０００円、勤勉手 当９万円は人事院勧告 に基づく増額で１４万 ９，０００
円の増額となります。 ３節賞与引当金繰入額 は、令和８年度６月の 期末手当、
勤勉手当のうち、令和 ７年度分勤務分であり ます令和７年１２月か ら令和８年
３月分までの４か月分 を予算計上してござい ますが、こちらも人事 院勧告に基
づく増額によりまして 、９万２，０００円の 増額とするものです。 ５節法定福
利費、共済組合負担金 は、人事院勧告に基づ く増額で２６万６，０ ００円の増
額となり、追加費用負 担金につきましては８ 月に支出済みであり、 今年度にお
ける今後の支出も予定 されておりませんので 、支出実績額に基づき ７万６，０
００円の減額とし、法 定福利費１９万円を増 額するものでございま す。２３節
負担金、退職手当組合 負担金、人事院勧告に 基づく増額で３万８， ０００円の
増額となり、補正総額 は８４万円の増額とな ります。なお、今回の 補正では、
第３条予算の収益的支 出の増額のみ補正計上 としておりますが、財 源となる収
益的収入においては、 当初予算の段階におき まして、収支が黒字と なるように
作成しており、今回の 補正による支出の増額 を考慮したうえでも、 なお支出が
黒字となっていること から、収入の増額補正 については行わないも のでござい
ます。５３ページ以降 につきましては、改正 の給与明細書を添付し ております
ので、お読み取りいただければと思います。以上、ご説明申し上げましたので、
ご審議のほどよろしくお願いいたします。 



- 47 - 

 

高山議長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第１４、議 案第８号平取町簡易水 道事業会計
補正予算第１号は、原 案のとおり可決しまし た。以上で、本日の日 程は全て終
了しました。本日はこれで散会いたします。ご苦労さまでした。 

 

  

（閉 会 午後 １時４７分） 

 


